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１．ＧＡＰ（農業生産工程管理）とは

ＧＡＰとは、「Ｇｏｏｄ Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｐｒａｃｔｉｃｅ」の頭文字をとったもので、直訳すると「良い
農業の実践」となり、持続的に農業生産活動を行うための取組のことです。

良い農業の実現には、農業者自らが、農業生産活動を行う上で必要な法令や規則等を遵守する
とともに、

「安全な農産物の生産」、「環境の保全」、「農業者の安全確保」、「農業者の人権保護」、「適正な農
場運営」の視点に基づき、農業生産活動に潜む様々なリスクを未然に防ぐため、農場管理の
ルールを定めて共有し、持続的に改善していくことが重要です。

農林水産省では、「食品安全」、「環境保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場経営管理」の５分野
を含むGAPを国際水準GAPと呼称し、ガイドラインを策定し普及を推進しています。

出典：農林水産省HP 国際水準GAPとは（パンフレット）
〔https://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/attach/pdf/try-gap-2.pdf〕

農林水産省HP
TRY-GAP!!



２．ＧＡＰの効果
ＧＡＰを実践することで、「食品安全」、「環境保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場経営管理」

の各分野での改善効果はもとより、農業経営のレベルアップや安定化への効果も期待できます。

・農薬使用一覧で農薬散布回数
の多さに気づいた
・品質や生産量が向上した
・取引先からのクレームが減った

・コミュニケーションが増え、失敗を未然に
防げるようになった
・従業員に責任感やコスト意識が出てきた
・作業効率アップで残業時間が減った

参考① 県内のＧＡＰ認証農場の声

栽培や出荷調製時の品質低下のリスク軽減等を図
ることにより、結果として農産物の品質向上や安定
化につながります。

①農産物等の品質向上

〇整理整頓などによる無駄の排除
〇改善活動による経営の効率化
〇後継者の育成確保

②農業経営の改善

農場ルールの明確化や記録の徹底により、消費者
等への的確な情報提供が可能になり、産地の評価
や信頼性の向上につながります。

③信頼性の向上

①安全な農産物の生産

②環境の保全

③農業者の安全確保

④農業者の人権保護

⑤適正な農場運営

参考②



３．いしかわＧＡＰ（認証基準２０２４）の特徴

（１） 食品安全、環境保全、労働安全の法令等の観点から、農林水産省が実践が必要と定める
「国際水準GAPガイドライン」に準拠した内容となっています。

（２） 規範項目の取組内容を写真や図で示しており、ＧＡＰの基本的な取組を理解、実践する
ことができます。

特 徴

（３） 将来的にJGAP等のより高度な国際水準ＧＡＰの認証取得を目指す産地・農業者にとっては、
ファーストステップとしても有効です。

活用例

流通における農産物の取引条件として、国際水準ＧＡＰ等が導入される可能性を見据え、より
高度なＧＡＰに取り組む際の入門編として活用する。

参 考

いしかわＧＡＰと民間認証ＧＡＰの比較（イメージ）

いしかわ
ＧＡＰ

（認証基準2024）

取
組
水
準

いしかわ
ＧＡＰ

ＪＧＡＰ

ＡＳＩＡＧＡＰ

ＧＬＯＢＡＬ
Ｇ.Ａ.Ｐ.

①食品安全

②環境保全

③労働安全

⑤人権保護

④農場経営管理

⑥商品回収テストの実施
資材仕入れ先の評価等〈約60項目〉

〈約120項目〉

〈約160項目〉

〈約220項目〉

〈約８0項目〉



（１）個別の場合の取組手順

【１】 リスクの把握と対策及び取組のルールづくり

【２】 対策及び取組の実践

① いしかわＧＡＰの規範項目・適合基準を読み込み、理解を進めます。
② 規範項目と自分の農場の管理状況を比較し、適合状況を確認しま

す。
③ 適合していない事項を改善するために、家族や従業員等と十分に

意見交換し、改善策を明確にした上で、農場管理等のルールづくり
を進めます。

① 改善事項や農場ルールを全作業者が共有し、その上で農作業を
実践します。

② 項目によっては、実施したことがわかるように記録をとります。
③ 実践する中で、新たな改善点に気づいた時は、記録に残すととも

に、農場内で共有し、改善します。

【１－２】 基本情報の整理及び台帳の作成

① ほ場の場所や面積、施設等に関する基本的な情報の整理や、年
間の作業計画、組織図等を作成します。

② 肥料・農薬等の使用実績等、農場管理に必要な台帳を作成します。

【３】 規範項目ごとに自己点検

① 【２】の記録をもとに、自己点検を行います。
② 外部の人にも点検・評価してもらうと、漏れや見落としが防げる

ので、適正なＧＡＰ実践への近道になります。

【４】 点検結果に基づく改善が必要な事項の見直し

① 自己点検の結果をもとに、実施できていなかった項目や、取組
内容に改善が必要な部分の見直しを行います。

確 認
Check

改 善
Ａｃｔｉｏｎ

実 践
Ｄｏ

計 画
Ｐｌａｎ

ＧＡＰの取組は、ＰＤＣＡサイクルを繰り返すことで
農場管理をより良いものに導くことになります。

４．ＧＡＰの実践



（２）団体の場合の取組手順

はじめに 団体の構成と団体事務局の設置

・団体導入は構成員の合意形成に時間が必要なことが多く、団体の現状や目指す組織の姿
を十分に検討し、適切な導入方法を選択することが重要です。
・ＪＡの品目部会等で行う場合、最初は希望者だけでスタートし、徐々にＧＡＰは特別な取組
ではない意識を広げていくことで、無理なく産地全体での取組に移行することができます。

■ ＧＡＰに取り組む構成員の合意形成

分類 概要 利点 欠点

個別認証先行
自由参加型

モデル農場が個別認証を導
入し、認証取得人数、農場の改
善状況により団体認証へ移行

・構成員が農場管理を
深く理解できる
・高いレベルの農場管
理が実施されやすい
・団体認証移行時の事
務局の支援が容易

・個人のＧＡＰ習得準備
の負担が大きい
・部会が導入を誘導す
る場合、動機づけが難
しい

団体認証
自由参加型

部会構成員に希望者から認
証取得を進める

・導入希望者への支援
であるため高いレベル
の農場管理が実施さ
れやすい
・参加者のメリットが見
える場合、他部会構成
員への波及が速やかと
なる

・部会員同士での格差
が発生する
・販売戦略としての活
用が中途半端となる可
能性がある

団体認証
全員参加型

導入当初から部会員全員で団
体認証を取得する

・部会の組織力が高ま
る
・産地の信頼性向上に
繋がりやすい
・部会のマネジメントが
可能となる
・認証品の扱いが容易
である

・消極的な構成員の準
備支援が困難
・農場改善状況にバラ
ツキが生じやすい
・導入後明確なメリット
が見えない場合、主導
者への不満につながり
やすい

表 団体認証導入時の、団体の構成員の参加パターンと特徴

・団体事務局は、団体を統治する役割を担い、組織運営に加え、内部監査等を行います。
・ＪＡの品目部会で取り組む場合には、品目部会自体で団体事務局を設置するか、ＪＡが団
体事務局を担うことになります。

■ 団体事務局の設置



（２）団体の場合の取組手順（つづき）

【１】 役割分担と団体事務局用マニュアルの作成

【２】 団体管理マニュアルに沿った取組の実践

① 団体の全ての構成員がＧＡＰを実践することが必要です。勉強会
等により全体のＧＡＰの理解度を進めるとともに、団体内で以下
のような取り決めを行います。

② 取り決めが済んだら、役割分担と取り組む内容を明記した団体
管理マニュアルを事務局で作成します。

③ また、団体の場合は、団体事務局が構成員を統括し、内部監査を
行います。そのため、団体事務局はいしかわＧＡＰの各規範項目
を満たすための書類や内部監査体制の整備が必要です。

① 【１】で取り決めた内容について、団体及び各個人で取り組みを
実施します。

② 項目によっては、実施したことがわかるように記録をとります。

【３】 自己点検及び内部監査

① 【２】の記録をもとに、各個人で自己点検を行います。
② 自己点検が終わったら、団体事務局にて内部監査を実施します。

【４】 点検及び監査結果に基づく改善が必要な事

項の見直し

① 自己点検及び内部監査の結果をもとに、実施できていなかった
項目や、取組内容に改善が必要な部分の見直しを行います。

確 認
Check

改 善
Ａｃｔｉｏｎ

実 践
Ｄｏ

計 画
Ｐｌａｎ

ＧＡＰの取組は、ＰＤＣＡサイクルを繰り返すことで
農場管理をより良いものに導くことになります。

■ 団体で実施すること、個人で実施することの役割分担
■ 各規範項目ごとに、その団体で実施する内容

（例）
・ 出荷記録の管理やクレーム対応は個人で行うか、それとも団体事
務局で行うか。
・ 掲示物や農薬使用の記録簿を団体共通の様式にして、管理を効率
的かつ整備費用を抑える。 ．．．等



チェックリスト

共通項目
青果物

穀物

穀物 青果物

1
農場の基本情報（栽培品目名、ほ場（きのこ類の場合は、ほだ場。以下同様。）や施設
の名称・所在地等）を明確にして、整理し、必要に応じて文書化している。

1 1

2 組織体制を定めて、責任範囲及び責任者を決定し、周知している。 2 2

3 各部門の責任者の能力を向上するための体制が整備されている。 2 2

4

農場経営に必要な「食品安全」、「環境保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場経営管
理」の継続的改善に関わる要求事項を明確にし、それに沿った農場運営の方針・目的
を定め、周知している。

3 3

5
本基準書に沿った農場の管理を実施するため、農場のルールを定め、そのルールに
従い作業を実施・記録し、自己点検等を踏まえた見直しを行っている。

4 4

6 登録品種の種苗の適切な使用など知的財産の保護・活用を適切に実施している。 5 5

7 農場の目標に基づいた生産計画を作成している。 6 6

8 実施した農作業を記録し、次の計画作成に活用している。 6 6

9
農場の管理を実証するために必要な記録の内容とその保管期間を特定し、記録を作
成・保存している。

7 7

10
出荷する商品の表示の管理及び収穫記録と結びついた農産物の出荷記録、それ以外
の農場の管理等に関する記録を作成・保存している。

11 11

11 農場のルールに基づく管理を遵守することについて外部委託先と合意している。 14 12

12
資材等の供給者及び検査機関を含むサービス提供者は信頼できる業者に依頼してい
る。

15 13

13
クレーム及び内部で発覚したリスク要因への対応手順を定め、実施し、記録を作成・保
存している。

16 14

14 事故や災害等に備えた農業生産の維持・継続のための対策を実施している。 17 15

15 作業者が必要な力量を身に付けるため、教育訓練を実施している。 22 20

16
食品安全・衛生管理・労働安全・環境への配慮に関する入場時のルールを定めて、農
場入場者（訪問者を含む）に対して周知し、実施させている。

28 25

17 計量機器の点検・校正を実施し、記録している。 41 37

18 農薬や肥料の使用状況をきちんと記録し、保存している。 62,68 58,64

19 経営改善のために、農薬や肥料の在庫を把握している。 63,69 59,65

20

ほ場や施設から通える場所に清潔な手洗い設備やトイレ設備を確保し、適切な備品等
を準備するとともに、正しい手洗い方法について作業員に周知するなど、衛生管理を
実施している。

29 26

21
喫煙、飲食は指定された場所で行い、農場内の農産物に共通する工程の確認等によ
り、異物混入やアレルゲンと農産物の交差汚染の防止を実施している。

38 34

22

食品安全に関する危害要因についてリスク評価を行い、リスクが高いと評価した事項
について、リスクを防止低減するための対策を農場のルールとして設定し、実施する
とともに、検証、見直しを行っている。

8 8

No. 規範項目 チェック欄
国ガイドライン対応番号



穀物 青果物

23

ほ場やその周辺環境（土壌や汚水等）、廃棄物、資材等からの危害要因による土壌の
汚染及びそれに由来する農産物の汚染の可能性について、リスク評価を行い、評価結
果に基づく対策を実施している。

30 27

24
農産物を適切に保管、貯蔵し、調製・出荷作業場、保管・貯蔵施設など全ての農産物取
扱施設における衛生管理を実施している。

39 35

25
農産物の取扱施設・設備の保守管理、点検、整備、清掃等の適切な管理に加え、有害
生物の侵入・発生防止対策、異物、有毒植物等の混入防止対策を実施している。

37 33

26

栽培・収穫・調製・運搬に使用する器具・包装容器等や掃除道具及び洗浄剤・消毒剤・
機械油等の安全性を確認するとともに、適切な保管、取扱い、洗浄等を実施してい
る。

42 38

27
使用する水の水源を確認し、水に含まれる危害要因による農産物の安全性に関する
評価と、評価結果に基づく対策を実施している。

34 30

28
信頼できる供給元からの適正な手段による種苗の入手、育苗の管理及び種苗の調達
に関する記録を保管している。

50 47

29

使用する予定の農薬の情報をまとめ、使用基準違反を防ぐ農薬使用計画を策定し、
適正に農薬を使用するとともに、使用前にラベルの注意事項等の再確認を実施して
いる。

55,56 52,53

30 農薬管理の責任者は、適正使用の指示と検証を行っている。 64 60

31 隣接ほ場からの農薬ドリフトの影響を回避できるよう対策している。 51 48

32

労働安全に関するリスク評価を行い、リスクが高いと評価した事項についてリスクを
低減・排除するための対策を農場のルールとして設定し、実施するとともに、検証、見
直しを行っている。

9 9

33 安全に作業を行うための服装や保護具の着用・管理を実施している。 26 23

34
清潔な水・救急箱の用意、連絡方法などを含めた事故対応手順を定めて、農作業従
事者等に周知している。

27 24

35
機械、装置、器具等は、使用説明書をよく読み、内容を理解してから適切に使用してい
る。

43 39

36
農薬の容器等の表示内容を確認し、表示に基づく安全な作業を行うための装備を整
え、調製、防除、片付け作業を行っている。

59 56

37
農薬の防除衣、保護装備等は適切に洗浄、乾燥し、他への汚染がないように保管して
いる。

59 56

38
適切に実施しなければ危険を伴う機械作業、高所作業又は農薬散布作業等従事者に
対し、必要な能力及び資格を得るための訓練を実施している。

25 22

39

環境に負荷を与える要因を特定してリスク評価を行い、リスクが高いと評価した事項
について、リスクを低減・排除するための対策を農場のルールとして設定し、実施する
とともに、検証、見直しを行っている。

10 10

40
堆肥、わらや緑肥といった有機物の活用による土づくり等を通じた適正な土壌管理
を実施している。

32 28

41
作物の残さは､堆肥化してほ場に還元するなどして有効活用し、廃棄物の削減に努め
ている。

46 42

42 雨や風で表土が失われやすいほ場で侵食を防ぐ対策をとっている。 33 29

43
ほ場及び農産物取扱施設で発生した排水（排水中の栄養成分を含む）やそれに含ま
れる植物残さ、廃棄物等を適切に管理している。

35 32

44
周辺住民等に対する騒音・振動・悪臭・煙・埃・有害物質の飛散・流出等の配慮と対策
を実施している。

48 44

45
ほ場等への鳥獣の接近を制限する取組等による生物多様性に配慮した鳥獣被害防止
対策を実施している。

49 45

No. 規範項目 チェック欄
国ガイドライン対応番号



穀物 青果物

46 温室効果ガスの発生抑制や、省エネルギーに取り組んでいる。 45 41

47 病害虫・雑草が発生しにくい生産環境を整備している（IPMにおける「予防」の取組）。 52 49

48
病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除要否及びタイミングを判断している
（IPMにおける「判断」の取組）。

53 50

49
多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除に取り組んでいる（IPMにお
ける「防除」の取組）。

54 51

50
農薬は、周辺環境を汚染しない場所で必要な量だけ調製し、使用した計量機器等の洗
浄を適正に実施している。

57 54

51
栽培暦や土壌診断の結果を基に施肥計画を立て、計画に基づいて肥料の施用量を決
めている。

67 63

52 農薬散布時における周辺作物・周辺住民等への影響を回避する対策を実施している。 58 55

53
農場内の整理・整頓・清潔・清掃を実施し、廃棄物の不適切な処理・焼却がないように
徹底している。

47 43

54
原材料・製造工程の把握による肥料等の安全性や成分を確認し、食品安全、環境保全
に配慮した肥料等の利用計画を作成している。

66 62

55
農薬使用前は防除器具を点検し、使用後に適切に残液を処理、十分に洗浄し、洗浄排
液を処理している。

61 57

56 農場から出る廃棄物を把握し、適切に分別・管理して処分している。 46 42

57
食品安全（農産物への接触防止等）、環境保全（環境への流出防止等）、労働安全（火
災防止等）に配慮して燃料類を保管している。

44 40

58
器具、容器、設備、機械・装置及び運搬車両を把握し、安全装備等の確認、衛生管理、
使用前点検、使用後の整備及び適切な管理を実施している。

40 36

59

食品安全（容器移し替え禁止、いたずら防止の施錠等）、環境保全（流出防止対策等）、
労働安全（毒劇・危険物表示、通気性の確保等）に配慮して農薬の保管、在庫管理を実
施している。

63 59

60
堆肥製造にあたっては、適切な期間・温度の発酵維持による雑草種子、有害微生物の
殺滅対策等を実施し、適正な堆肥を使用している。

65 61

61

食品安全（未熟堆肥との接触による交差汚染防止、農産物への接触防止等）、環境保
全（流出防止等）、労働安全（崩落・落下、発熱・発火・爆発防止等）に配慮して肥料等の
保管、在庫管理を行っている。

69 65

62 雇用・労働環境における人権侵害の防止について、管理方法を定めて実施している。 18 16

63
技能実習生など、外国人の雇用者に対して、適切な対応を行うための環境整備を実
施している。

19 17

64 家族経営において、家族間の十分な話し合いに基づいて経営を実施している。 20 18

65
労働条件を遵守し、労使間における労働条件、労働環境、労働安全等に関する意見交
換を定期的に実施している。

21 19

66
業務が原因で負傷、もしくは疾病にかかった農作業従事者を保護するための各種保
険に加入している。

23 21

No. 規範項目 チェック欄
国ガイドライン対応番号



青果物

穀物

穀物 青果物

67 養液栽培の場合、培養液の汚染の防止に必要な対策を実施している。 31

68

セイヨウオオマルハナバチを利用している場合は、飼養に関する環境省の許可取得及
び適切な飼養管理を実施している。また、その他外来生物を利用する場合について
も、適切な飼養管理を実施している。

46

69
スプラウト類の農産物取扱工程における衛生管理を実施（管理体制の整備、作業者の
健康・衛生管理を含む）している。

66

70 スプラウト類の培地、栽培容器の安全性の確認と適切な管理を行っている。 67

71
スプラウト類に使用する水について、水質検査、給水設備の保守管理、異物混入防止
対策、微生物汚染防止対策を実施している。

68

72
スプラウト類（種子、作物を含む）を扱う場所は他の区域との境界を明確にし、衛生管
理を実施している。

69

73 スプラウト類の生産設備について、工程ごとに専用化を実施している。 70

74 スプラウト類の種子の殺菌・衛生管理を実施している。 71

75 りんごのカビ毒（パツリン）汚染の防止・低減対策を実施している。 78

76
ボイラー及び圧力容器の設置・使用に必要な届出、取扱作業主任者の設置は適切に
行われている。

76

77 ボイラー及び圧力容器の定期自主点検の記録を保管している。 77

78 きのこ類の原木・菌床資材等や種菌の安全性を確認し、適切な管理を実施している。 72

79
きのこ類の培養施設の温度・湿度等の適切な環境条件の維持及び衛生管理を実施し
ている。

73

80 菌床資材及び工程別作業についての記録を残し、保管している。 74

81 きのこ類の培地調製、種菌接種において、汚染を防ぐための取組を行っている。 75

No. 規範項目 チェック欄
国ガイドライン対応番号

穀物 青果物

82 用途限定米穀・食用不適米穀は、適切に保管、販売、処分している。 13

83
乾燥調製貯蔵施設において、施設の適正な管理・運営を実施し、管理者とオペレー
ターの責任分担を明確化している。

24

84 異物や異種穀粒の混入を防止する対策を実施している。 12

85

生産する農産物のカドミウム濃度が基準値を超える可能性のある地域では、その基
準値を遵守できるよう、生産される農産物のカドミウム濃度に応じた低減対策を実施
している。また、それ以外の地域においても、食品安全上のリスクをできるだけ減らす
ための対策を実施している。

31

86 水田からの農薬流出を防止する対策を実施している。 60

87 麦類のDON・NIV等のカビ毒汚染低減対策を実施している。 70

88 水田代かき後等の濁った水が、ほ場外に流れないように対策を実施している。 36

No. 規範項目 チェック欄
国ガイドライン対応番号



チェック書類一覧

下記リストに記載されているチェック書類は、あくまでも参考例になります。また、帳票
様式も農場の実情に合わせて適宜修正いただいた上で、ご活用下さい。

No. チェック書類 参考例

1 ほ場地図、ほ場台帳（帳票様式第１号）

2 組織図（帳票様式第２号）

3 講習会・研修会の開催案内、専門書籍、資格免許証

4 農場運営の方針（帳票様式第３号）

5 農場ルール（帳票様式第４号）、作業手順書、農薬使用計画

7 生産計画表（帳票様式第５号）

8 農作業記録簿（帳票様式第6号）、作業日誌、栽培記録

9 帳票保管一覧表（帳票様式第7号）

10 出荷先・販売先リスト、栽培記録、送り状、納品書

13 クレーム対応マニュアル（帳票様式第8号）、クレーム・ルール違反対応記録（帳票様式第9号）

14 自然災害等のリスクに備えるためのチェックリスト

16 農場入場時のルールの掲示

17 計量機器点検表（帳票様式第10号）

18 農薬使用記録簿（帳票様式第11号）、肥料使用記録簿（帳票様式第12号）

19 農薬在庫管理簿（帳票様式第13号）、農薬在庫管理簿（帳票様式第14号）

22 リスク評価表（帳票様式第15号）

23 リスク評価表（帳票様式第15号）

28 種苗購入記録表（帳票様式第18号）

29 農薬使用計画表

30 農薬散布指示書（帳票様式第19号）

32 リスク評価表（帳票様式第15号）

34 事故対応手順（帳票様式第16号）、緊急連絡先リスト（帳票様式第17号）

35 取扱説明書、機械点検表

39 リスク評価表（帳票様式第15号）

46 機械点検表、節水・節電に関する掲示

51 土壌診断結果、施肥計画表

54 施肥計画表

58 機械点検表

77 ボイラー及び圧力容器の点検・記録表

80 工程別作業記録



本書の見方

チェックリストに
掲げた規範項目
です。

管理全般、食品安全、
労働安全、環境保全、
人権保護の別を記載
しています。

この項目を実施する
必要性等を説明して
います。

この項目が達成され
ているかどうかの判
断基準です。

適合基準を満たすた
め、どんなことに取
り組めばよいかの具
体的な例示です。



共通
規範項目１～６６

いしかわＧＡＰ規範項目



農場の生産工程を管理するための基礎情報として、ほ場や施設の所在地、面

積等を記録した台帳を作成します。 これにより、ほ場の取り違え等うっかりミ

スを防止するなど、安全で効率的な作業を行うことができます。

また、ほ場の危険箇所を把握し、作業者が情報を共有することで、農作業事

故を未然に防ぐこともできます。

○ほ場や施設は番号・名称等を付けて分かりやすく区別し、管理台帳や地図を作成する。

○ほ場や施設等の危険箇所（傾斜や崖など農作業機械の出入りが困難な箇所など）や特

徴、栽培管理の中で注意すべき事項等（農薬飛散の可能性など）を記載することが有効。

○管理台帳や地図は、事務所や作業場に掲示し、作業者全員で情報の共有化を図る。

農場の基本情報（栽培品目名、ほ
場や施設の名称・所在地等）を明
確にして、整理し、必要に応じて
文書化している。

①全てのほ場や施設の所在地、施設名称、面積、栽培品目等を管理台帳に記載

し、保存している。

②管理台帳や地図、図面に整理した情報は、事務所や作業場に掲示するなど、

作業者全員で共有する。

管理全般

１

当年 前年

作物名 作物名

Ｄ-1 ○○市△町□□番地１ 15 トマト きゅうり

Ｄ-２ ○○市△町□□番地２ 3 トマト きゅうり

Ｄ-３ ○○市△町□□番地３ 18 ルッコラ ほうれん草

Ｄ-４ ○○市△△町◇◇-1 20 ルッコラ ほうれん草

事務所

自宅の東側

自宅の西側

△△町①

番号 ほ場住所 ほ場の名称
本地面積

(a)

（帳票様式第1号）

【□ほ場台帳】✓



①

②
作業所①

作業所②

アレルギー源となる
そばの栽培

川

民家への農薬
ドリフト注意

交差点の見通し悪い
事故注意

③

果樹園
隣地からの農薬
ドリフトに注意

進入路が急傾斜

汚染水の流出・
流入注意

（リスク評価の例）

（ほ場や施設に番号をつけ、管理する。）



○責任者は兼任でもよい。

○組織図を事務所や作業場に掲示する。

組織体制を定めて、責任範囲及び
責任者を決定し、周知している。

農産物を販売するためには、生産から販売に至る工程において、責任を明確に

する必要があります。それぞれの責任者を決め、効率的な業務管理ができる組

織体制をつくりましょう。

①下記の責任者が明確になっている経営の組織図を作成する。

・農場

・商品管理

・施肥管理

・農薬管理

②経営者は農場内に上記組織図を整備し、関係者に周知する。

農場の責任者

名前 ○○○○

商品管理の

責任者

名前 ○○○○

施肥管理の

責任者

名前 ○○○○

農薬管理の

責任者

名前 ○○○○

○▲農園 組織図

管理全般

２

【□組織図】✓



〇責任者が、必要な資格の取得や各部門に関わる講習会に積極的に参加している。

〇責任者が、書籍、HP等から専門的な知識や最新の情報を取得している。

〇経営者は、責任者が責務を果たしているか定期的に確認している。

各部門の責任者の能力を向上す
るための体制が整備されている。

責任者の能力向上のため、行政や関連事業者から最新の情報を入手させる

など、知識の向上・更新に努めましょう。

①行政や関連事業者等からの最新の情報とともに、責任者が外部の有識者に相

談できる体制を整備している。

管理全般

3



〇農場運営の方針・目的を定め、全従業員に周知する。

農場経営に必要な「食品安全」、「環境
保全」、「労働安全」、「人権保護」、「農場
経営管理」の継続的改善に関わる要求
事項を明確にし、それに沿った農場運
営の方針・目的を定め、周知している。

GAPはあくまでも「良い農場」にするための「やり方」を示したものです。どの

ような職場を「良い農場と考えるのか」をそれぞれの農場が明確化し、GAPに

取り組む意義、目指す姿、そのために何をするべきかを考え、農場内に周知し

ましょう。

①農場経営に必要な食品安全、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理

の継続的改善に関わる要求事項を明確にしている。

②要求事項に沿った方針を策定するとともに、周知を実施している。

管理全般

４

株式会社○○農場 経営方針

我々は、法規制の遵守を基礎とし、農場管理を継続的に改善して以下の事項を達成
することにより、取引先をはじめ、従業員、地域から信頼される農場を目指します。

１．食品安全 （残留農薬、異物混入等の事故撲滅）

２．環境保全 （廃棄物の適正処理と省エネルギーの推進）

３．労働安全 （労働災害をゼロにする）

４．人権保護 （労使間の円滑なコミュニケーション）

５．農場経営管理 （トレーサビリティの確保）

２０２３年〇月〇日 代表取締役 〇〇 ○○

（帳票様式第３号）

【□経営方針】✓



○分かりやすい作業手順書を作成し、周知する。

〇農薬使用基準を遵守した農薬使用計画を策定する。

〇病原性微生物を付着させないための手洗い、増殖させないための冷蔵保管等を農

場のルールとして定める。

〇廃棄物の種類を分け、種類ごとに適切な処分方法を確認し、ルール化する。

〇作業環境を整え、労働時間等を定める。

〇機械、設備の操作方法等を定める。

〇各業務の管理責任者を定め、報告体制を整備する。

本基準書に沿った農場の管理を実
施するため、農場のルールを定め、
そのルールに従い作業を実施・記録
し、自己点検等を踏まえた見直しを
行っている。

持続可能な農場運営のため、本基準書の項目を実践し、運営方針を実現する

ための組織体制、仕組みやルールづくりを行いましょう。

①本基準書に沿って農場のルールを定め、実施した作業の記録、自己点検、見

直しを行っている。

管理全般

5

図１．農場ルールとその自己点検
出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農場ルールの例

（帳票様式第４号）

【□農場ルール】✓



登録品種の種苗の適切な使用な
ど知的財産の保護・活用を適切
に実施している。

他者の知的財産を侵害することは、法令違反にあたり、他者にも自身にも大き

な損害が発生します。また、自らの知的財産を守ることも大切です。

①登録品種などの他者の知的財産を侵害しないようにしている。

②育成した品種、開発した技術、ブランド名等は、知的財産権を取得して保護し、

活用している。

管理全般

6

出典：日本弁理士会 知的財産を活用したアグリビジネス
（https://www.jpaa.or.jp/nousui-ip/agribusiness.html）

○「他にまねできない技術」や「自分で育成した品種」等がある場合、弁理士、弁護士に相

談する。種苗登録であれば行政書士でも可。

○ブランド名を表示する場合は、他者の商標を侵害していないか確認し商標登録を行う。



○収穫までの作業を組み込んだ生産計画表を作成する。

農場の目標に基づいた生産計
画を作成している。

農場の安定的な運営のためには、農場の目標に応じた生産計画を立てておく

ことが重要です。生産計画の策定により、計画的な機械・施設の導入や資材等

の調達が可能になり、目標に対する達成度の評価にも役立ちます。

①生産計画を立て、文書化している。

管理全般

７

（帳票様式第5号）

氏名
（団体の場合は名称及び代表者氏名） 〇〇　○○ 作付品目 水稲

ほ場名 A-4 栽培面積（a） △△

１．栽培計画

生産計画表　　　　計画作成日　　　　年　　　　月　　　　日

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
備考

１０月 １１月 １２月７月 ８月 ９月４月 ５月 ６月１月 ２月 ３月

（凡例 : 播種 〇 、 定植 △ 、 管理 --- 、 収穫 □ 、 施肥 ● 、 防除 ▲ 、 調整 × 、 出荷 ◎）

【□生産計画】✓



実施した農作業を記録し、次の
計画作成に活用している。

農作業の記録は、問題発生時にこれまでの作業が適切だったのか確認する基

礎資料となります。生産計画の策定と併せて、定期的な見直しを行い生産性の

向上、効率的な投資など、より良い農場運営を目指します。

○いつ、どこで、誰が、何を行ったか、作業者ごとに作業日誌を付ける。

〇栽培記録として生産の履歴を残す。

〇記録が付けられているか、定期的に確認する。

〇計画と実績を比較することにより、改善点を見出し、次の生産計画の基礎資料とし

て活用する。

①実施した農作業を記録し、文書化している。

管理全般

8

（帳票様式第６号）

氏名 〇〇 ○○

日付 作物名 作業内容 作業場所 作業時間 備考

4/16 大根 種まき ほ場Aー２ ２時間

/

/

/

/

/

/

/

/

農作業記録簿

【□農作業記録】✓



○記録は紛失や損傷しないように保管する。

〇必要な時にすぐ取り出せるようにラベル等で識別する。

〇電子媒体の場合は、年度ごとにフォルダを作るなど上書きに注意する。

〇記録すべき事項を決め、リスト化する。

農場の管理を実証するために必要
な記録の内容とその保管期間を特
定し、記録を作成・保存している。

農場での活動や作業、使用した資材等の記録は、自らの行動の確認、管理方法

の見直し等に活用するほか、取引先等、他者に提示するためにも活用できます。

①農場の管理に関する記録について、それぞれの保管期間を定め、農場内に周

知している。

管理全般

９

（帳票様式第７号）

帳票保管一覧表

項目等 様式番号 添付資料 保管場所 保存年限

①ほ場台帳 様式１ ほ場図 事務所 ３年

②組織図 様式２ 事務所に掲示 現在分

③農場運営の方針 様式３ 事務所に掲示 ３年

④農場ルール 様式４ 事務所に掲示 ３年

…



〇出荷する商品には、農場名、名称、原産地を表示している。

〇出荷、収穫の履歴として、下記を記録している。

・出荷先、販売先 ・品名 ・収穫日、出荷日 ・収穫数量、出荷数量

・収穫したほ場 ・収穫ロットまたは収穫ロットと結びついている保管ロット

〇トレーサビリティが確保されているか、日常的に点検する。

出荷する商品の表示の管理及び収
穫記録と結びついた農産物の出荷
記録、それ以外の農場の管理等に
関する記録を作成・保存している。

農産物の栽培の記録と収穫、出荷を日付やほ場名、品種名等で紐づけ、付帯

する衛生管理の記録とも関連づけることができれば、出荷した農産物の詳細

な履歴を辿ることができるようになります。

①出荷する商品、送り状、納品書等に必要な表示を行っている。

②出荷した商品の栽培履歴や収穫日が分かる記録を保管している。

管理全般

１０

図１．生産者による取組みのステップと取組要素 出典：農林水産省 食品トレーサビリティ「実践的なマニュアル」
（https://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trace/attach/pdf/index-26.pdf）

【□栽培記録 □収穫記録】✓ ✓



○委託する工程を明示し、衛生管理（食品安全の確保）の手順を遵守する合意を得る。

農場のルールに基づく管理を遵
守することについて外部委託先
と合意している。

農場ではGAPをしっかり行っていたとしても、外部委託した工程の衛生管理

が不十分では、食品安全を確保することはできません。外部委託先に対しても、

GAPの適合基準に基づく管理を行ってもらうことが必要です。

①工程管理を確保するための農場のルールに基づく管理を遵守することについ

て外部委託先と合意している。

管理全般

11

〇年〇月〇日

外部委託先へのお願い
○○農場

「外部委託契約書」に基づき、以下の点の遵守をお願いいたします。

１．食品衛生管理
（１）
（２）
（３）

２．作業者の衛生管理
（１）
（２）
（３）



〇外部の検査分析機関については、厚生労働省の登録検査機関や試験所認定の国際

規格であるISO/IEC 17025 の認定を受けた信頼できる機関を利用する。

〇資材やエネルギー等の取引先に関しては、行政からの情報、周辺農業者、同業者か

らの評価等を参考に、信頼できる業者を選定し、選定した業者に問題が発生していな

いか継続的に情報を収集、評価する。

資材等の供給者や検査機関など、食
品安全を確保するために利用する外
部事業者について、評価及び選定に
係る方法を定めて実施している。

農場は単独で生産工程を管理しているわけではなく、外部事業者が提供する

サービスや資材等を利用して農産物の生産にあたっています。

①食品安全を確保するための資材等の供給者及び検査機関を含むサービス提

供者の評価及び選定に係る方法を定めて実施している。

管理全般

12



○農場のルール違反を発見、指摘された場合の処置を明確にする。

クレーム及び農場のルール違反
への対応手順を定め、実施し、記
録を作成・保存している。

クレームが発生した際、迅速に対応できるよう、クレームの受付から、原因の

調査、事後対策を決めるための手順を明確にしておきましょう。

①クレーム及び内部で発覚したリスク要因への対応手順を定め、実施し、記録を

作成・保存している。

管理全般

13

クレームの発生 ・取引先等からの連絡

クレームの受付 ・相手の会社名、担当者名、連絡先、異常・苦情の内容、受付日時等を記録

責任者に連絡 ・クレームの概要を報告し、指示を仰ぐ

取引先等への連絡 ・影響がある取引先や関係機関への連絡や相談

商品の回収 ・商品の回収、取引先への代替品納品などの手配をする

原因の特定
・出荷先やロット番号などからほ場や作業場を特定し、原因を調査する
・回収された商品の処置（分析、廃棄等）を検討する

再発防止策の検討 ・クレームの発生原因を検討し、同じ事故を起こさない対策を考える

問題点の改善 ・検討した再発防止策をもとに改善を図る

取引先への報告 ・原因、再発防止策、対応の経緯を記した報告書を関係機関に提出

結果の記録 ・これまで行った対応をまとめ、その結果を記録に残す

対応手順の見直し ・現在の対応手順が適切か、年に1回見直しをする

クレーム・ルール違反対応記録

記入者 記入年月日

種類を〇で囲む 商品の苦情 商品の異常 商品の回収
農場のルール
違反

情報源 申出者

連絡先 品目名

発生日 ほ場名

クレーム・ルール違反の内容及び応急対応

発生原因

是正処置

外部への報告 （ 不要 ・ 県 ・ 取引先 ・ ＪＡ ・その他（ ） ）

経過観察 （ 要 ・ 不要 ）

（帳票様式第9号）（帳票様式第8号）

【□クレーム・ルール違反対応マニュアル □対応記録】✓ ✓



○収入保険に加入する。

〇各種の農業保険を活用し、事故や災害等に備える。

〇「自然災害等リスクに備えるためのチェックリスト」を活用するなどして、リスクマネ

ジメントの実施や事業継続計画（BCP）の策定を行う。

〇他の従業員が兼務できるよう、普段から業務のシェアを実施する。

事故や災害等に備えた農業生産
の維持・継続のための対策を実
施している。

近年、自然災害等が多発しており、こうした災害等が発生した場合でも、企業

や組織にとって損害を最小限に抑え、事業の継続や早期復旧を図ることは非

常に重要です。

①事故や災害等に備えた対策を実施している。

管理全般

14

出典：農林水産省「自然災害等のリスクに備えるためのチェックリストと農業版BCP」



〇作業者への教育、訓練の計画を立案し、実施する。

〇食品安全を理解した者により、作業者に衛生管理の教育を実施する。

〇機械操作に熟練し、安全な操作を理解した者により、作業者への労働・安全の訓練を

実施する。

作業者が必要な力量を身に付け
るため、教育訓練を実施している。

関係者全員が、ルール（手順）に従って作業を進めることにより、農産物の食

品安全や農場の労働安全などが確保されます。

①作業者が必要な力量を身に付けるため、教育訓練を実施している。

管理全般

1５



○下記の取組について、農場内のルールを定め、作業者・入場者へ周知し、遵守させる。

（周知方法は、農場入口への掲示、入場時の口頭注意など）

①作業着、帽子、マスク、靴、手袋等の装着品。身の回り品の取り扱い

②手洗いの手順、消毒、爪の手入れ

③喫煙、飲食、痰や唾の処理及び咳やくしゃみ等の個人の行動

④トイレの利用

⑤農産物や農産物が触れる器具、容器等への接触

〇その他、訪問者に対して、立入禁止箇所、機械・器具や資材に触れない、農場関係者の

指示に従うこと等を明確にし、禁止行為を徹底する。

食品安全・衛生管理・労働安全・環境
への配慮に関する入場時のルール
を定めて、農場入場者（訪問者を含
む）に対して周知し、実施させている。

農産物の安全を脅かす汚染、環境の破壊、労働災害が発生すると、農場自体

の経営の存続が危ぶまれます。汚染や事故は、農場内の作業者だけでなく、外

部からの訪問者に起因することもあるので、農場内への入場時のルールを定

めます。

①農場への入場時のルールを定めて、農場入場者に対して周知している。

管理全般

16

来訪される方へ
○○農場は、農場の衛生管理に努めています。
恐縮ですが、以下の点の遵守にご協力願います。
①農場に入る前に、くつの土を十分落としてください。
②施設に立ち入る場合は、関係者の許可をお取りください。
③立入禁止・危険表示のある区域へは入らないでください。
④収穫・調製・出荷関連用具に触れないでください。
⑤トイレを使用後は、石鹸で手を洗ってください。
⑥農場での飲食は、ご遠慮ください。
⑦農場内は禁煙です。喫煙は所定の場所でお願いします。

図１．農場ルールの周知例 図2．農場のルール掲示
出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

【□農場ルール】✓



○計量機器等の定期検査を実施し、電池交換が必要かどうかなどを確認する。

〇誤って他の用途に使用することがないよう、「農業用」等の識別をする。

計量機器の点検・校正を実施し、
記録している。

計量機器や水分計、温度計、金属探知機などは正確に計量・測定できなければ

なりません。量目不足を防ぐためには、定期的な校正を行うとともに、計量機

器等を適切に設置・保管することが必要です。

①計量機器等は定期的に点検・校正を実施し、その結果を記録している。

管理全般

17

図1．計量機器の準備
出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

（帳票様式第10-2号）

規範項目１７

点検対象機 器物番号

計量皿やその周辺に汚れや異物などが付着していないか点検
→付着している場合、汚れや異物が内部に入らないように注意しながらブラシ等で除去する

点検３：ゼロの戻り確認

はかりのゼロボタンを押した後、測定物（分銅等）を数回載せ降ろしを繰り返し、ゼロ（0g表示）の戻りを確認

点検４：普段測定している重量の分銅を載せ、重量表示を確認

①重量表示が0.0gであることを確認
②点検用分銅を計量皿に載せる
③重量表示が点検基準内であることを確認
④分銅を下ろし、重量表示が0.0gとなることを確認

（様式11-2）

＜点検項目と点検方法＞

点検１：設置状態（水平）の確認

※水準器の気泡が円の中心にあり、はかりの設置状態が水平に保たれていることを確認
　気泡が中心から外れている場合は、中心に気泡が位置するようにはかりのアジャスタを調整

点検２：計量皿やその周辺の汚れ、異物の有無の確認

電子はかり　日常点検表

点検１ 点検２ 点検３ 点検４
実施日 実施者

点検結果

【適正】

気泡

【□日常点検表】✓



農薬や肥料の使用状況をきちん
と記録し、保存している。

農薬使用記録は、事故が発生した際の原因調査等に必要なだけでなく、栽培

工程の見直し、防除方法や効果の検証などにも活用できる重要な記録です。

○農薬を使用した場合は、台帳等に以下の項目を記入し、必要に応じて利用できるよ

うにしておく。

（使用年月日、場所、作業者名、作物名、農薬名、使用量または希釈倍率、散布面積等）

○肥料を施用した場合は、台帳等に以下の項目を記入し、必要に応じて利用できるよ

うにしておく。

（施用年月日、場所、作業者名、作物名、肥料の種類・名称、施用量、施用面積等）

〇記録を複数の媒体で保管し、紛失、消去のリスクを回避する。

①農薬や肥料の使用状況を随時記録し、保存している。

ほ場名 ほ場面積

作付品目 品種

日付 農薬名 希釈倍率 使用量 対象病害虫

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

ほ場名 ほ場面積

作付品目 品種

日付 肥料名
成分

使用量
備考

（施用方法等）N P K

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

農薬使用記録簿 肥料使用記録簿

（帳票様式第１1号） （帳票様式第１2号）

管理全般

食品安全

１８

【□農薬使用記録簿 □肥料使用記録簿】✓ ✓



○農薬や肥料の在庫について台帳等を作成し、保有している農薬や肥料の在庫を把

握する。

経営改善のために、農薬や肥料の
在庫を把握している。

農薬や肥料は、まとめて購入し、計画的に使用することによって仕入れコスト

が低下します。また、在庫管理台帳等を作成し、正確に在庫量を把握すること

によって、過剰な在庫や農薬の期限切れなどの無駄をなくします。

①農薬や肥料等の在庫は、管理台帳等に整理して正確に把握している。

管理全般

1９

農薬管理責任者： 〇〇 ○○

利用区分 農薬名 有効期限 在庫状況

1 農耕利用 ○○○水和剤 〇年○月
月日 1/   2/  3/  4/  5/  6/  7/  8/  9/  10/  11/  12/  

在庫量

2 非農耕地用 △△△粒剤 〇年○月
月日

在庫量

月日

在庫量

肥料管理責任者： 〇〇 ○○

利用区分 農薬名 有効期限 在庫状況

1 農耕利用 ○○エース 〇年○月
月日 1/   2/  3/  4/  5/  6/  7/  8/  9/  10/  11/  12/  

在庫量

2 家庭菜園用 △△腐熟堆肥 〇年○月
月日

在庫量

月日

在庫量

農薬在庫管理簿（棚卸）

肥料在庫管理簿（棚卸）

（帳票様式第１3号）

（帳票様式第１4号）

【□農薬在庫管理簿 □肥料在庫管理簿】✓ ✓



ほ場や施設から通える場所に清潔な
手洗い設備やトイレ設備を確保し、適
切な備品を準備するとともに、正しい
手洗い方法について作業員に周知す
るなど、衛生管理を実施している。

農業は食品産業です。農産物が原因となった食中毒事件も発生していること

から、衛生管理の徹底が求められています。手を洗う場所をしっかりと確保し、

必要に応じて手洗いの徹底を習慣づけることは衛生管理の第一歩です。

①ほ場や施設から通える場所に適切な備品が準備された清潔な手洗い設備や

トイレ設備が確保されている。

☆下記のＵＲＬからダウンロードできます☆
（石川県健康福祉部健康推進課）
http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/utusimasenjya-.html

ほ場のすぐ近くに手洗い場

ハンドソープを備え付けている

〇作業場の近くに手洗い施設、設備を設置する。

〇石鹸やペーパータオル等、施設、設備の設置場所や環境要件に合わせた手洗い用

備品を準備する。

管理全般

食品安全
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喫煙、飲食は指定された場所で行
い、農場内の農産物に共通する工
程の確認等により、異物混入やアレ
ルゲンと農産物の交差汚染の防止
を実施している。

異物混入や食品安全上の事故を防ぐとともに労働者の健康確保のため、喫

煙や飲食する場所を限定し、責任者を決めて場所を管理します。

①喫煙や飲食は作業場から隔離された場所で行っている。

○喫煙や飲食を行う場所は作業場所から離れた場所に設置する。

〇飲食した後は、手を洗い、衣服を着替える。ローラーがけや、よく叩くなどして、喫

食したアレルギー物質を作業場に持ち込まないよう措置を講じる。

〇作業台等にアレルゲンの農産物や有害生物による汚染が発生しないよう、使用後

は、清掃し、使用しない場合はシートを掛ける等の汚染防止対策を実施する。

図1．喫煙所の設置場所

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．喫煙の際の着替え・手洗いの徹底 図3．清掃、汚染防止対策の実施

農産物取扱施設内に
喫煙所を設置しない

喫煙の際の服装や
手はそのままにしない

作業台は使用しない
際はシートを掛ける

管理全般

食品安全
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○間接的に農産物を汚染する可能性があるものを含めて危害要因を抽出する。

○作業員が農産物に触れる可能性がある工程を特定する。

〇農産物に触れる作業員に、手洗い、手袋着用、アルコール消毒など品目に合わせた衛

生対策を徹底する。

食品安全に関する危害要因について
リスク評価を行い、リスクが高いと評
価した事項について、リスクを防止低
減するための対策を農場のルールと
して設定し、実施するとともに、検証、
見直しを行っている。

安全な農産物を提供することは農場の責務です。食品事故の発生を未然に防

ぐため、農産物の安全性を脅かす危害要因を洗い出し、消費者に健康被害が発

生しないように管理します。

①リスク評価表における食品安全の項目について、年に１回以上リスク評価を

実施している。

②リスク評価の結果を検証し、それぞれに応じた対策を実施している。

食品安全
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リスク評価表

工程
管理対象、投入物
使用機械・器具

対策 備考

いつ 何で／何から A B C どのようにリスクを低減するか 帳票名など

種籾受入 種子 1 2 低 正しい種子消毒方法であるか確認 種子購入履歴

畦畔雑草防除 農薬・散布器具 2 2 高 ラベルに記載されている使用方法を遵守 農薬散布記録

収穫 作業者 3 1 高 作業前とトイレの後はよく手を洗う

【食品安全】

リスク評価考えられるリスク

どんな症状・状態になる

種子処理剤による残留農薬

ドリフト、使用回数違反の残留農薬

作業者からの病原微生物の汚染

A：危害の大きさ（重篤性） B：農場での発生頻度（確率） C：リスクの大きさ

3(重)…死亡につながる疾病・事故、法令違反または商品回収 3(重)…組合内や自分の農場で発生した 危害の大きさ×発生頻度＝リスクの大きさ

2(中)…入院等が必要な疾病・事故、商品苦情（影響大） 2(中)…他産地、業界で発生した

1(軽)…応急手当で済む事故、商品苦情（局所的） 1(軽)…発生する可能性が考えられる

４点以上またはいずれかで３点の場合は
「高」、それ以外は「低」とする

（帳票様式第１5-1号）

【□リスク評価表】✓



〇周辺環境を確認し、汚染源となる施設等を把握する。

〇前作に使用した農薬の適用、収穫前日数等を把握するとともに、農薬の特性（土壌

への残留等）を考慮した作付け計画を立てる。

ほ場やその周辺環境（土壌や汚水等）、
廃棄物、資材等からの危害要因によ
る土壌の汚染及びそれに由来する農
産物の汚染の可能性について、リス
ク評価を行い、評価結果に基づく対
策を実施している。

土壌は水と並んで栽培工程における重要な資源です。

一方で、土壌を通じた食品安全上の危害要因による農産物の汚染も考えられ

るため、土壌の汚染とそれに由来する農産物の汚染の可能性を評価して必要

に応じた対策を講じます。

食品安全
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①リスク評価表における土壌汚染に関する項目について、年に１回以上リスク

評価を実施している。

②リスク評価の結果を検証し、それぞれに応じた対策を実施している。

図1．工場排水等に注意

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．堆肥の廃汁流出 図3．廃棄物の放置

【□リスク評価表】✓

   



農産物を適切に保管、貯蔵し、調製・
出荷作業場、保管・貯蔵施設などの
全ての農産物取扱施設における衛
生管理を実施している。

農産物を衛生的に保つためには、作業員に由来する汚染だけでなく、農場内

に存在する施設、設備、器具等に由来する汚染も防がなければなりません。

農産物の保管、貯蔵、出荷作業をする場所に一定期間、農産物を置いておくこ

とになるので、施設自体の衛生管理に気を付けます。

①農産物の調製・出荷・保管・貯蔵に関わる施設の衛生管理を徹底し、適切な環

境で保管、貯蔵している。

〇農産物に適した温度と湿度が保たれている。

〇天井、壁等に結露した水滴が農産物に付着しないようになっている。

〇農産物の日持ちを考慮し、先入れ先出しなど適切な順番で取り扱う。

食品安全
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図1．収穫した農産物の保管

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農産物の品質管理 図3．空調設備の管理



〇どのような有害生物が侵入、発生しているか、発生源や侵入経路を調査し、発生源

の除去、進入路の閉鎖などの対策を講じる。

〇有害生物の侵入や発生が確認された場合には、農産物の汚染を防止する方法で駆

除する他、農産物に汚染が生じていないかどうか、必要に応じて検査する。

農産物の取扱施設・設備の保守管理、
点検、整備、清掃等の適切な管理に
加え、有害生物の侵入・発生防止対
策、異物、有毒植物等の混入防止対
策を実施している。

農産物取扱施設・設備に侵入、発生する有害生物には、昆虫やクモ等の節足

動物などの虫類、ネズミやハクビシン、アライグマなどの小動物、ハトやカラス

などの鳥類、カビが挙げられます。これらの有害生物による食害、糞便等によ

る病原性微生物の汚染、カビの発生によるカビ毒汚染等が生じれば、消費者に

健康被害を及ぼす可能性があります。

①農産物の取扱施設・設備の衛生管理を徹底し、有害生物等の侵入・発生防止

対策を実施している。

食品安全
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図1．汚染リスクの低減

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．害獣・害虫の侵入対策

殺鼠剤は汚染源となるた
め倉庫内では使用しない

有害生物の侵入路を
把握して対策を実施



〇農産物に直接接触する可能性がある機械、運搬車両、容器類の材質等が安全性を有

しているのかを確認する。

○機械や器具の洗浄に使用する洗剤、潤滑油等についても、安全性に問題がないもの

を選定して使用する。

〇梱包の際に封入する緩衝材、フィルム、結束テープ、新聞紙等については、材質に問

題がないかを確認する。

栽培・収穫・調製・運搬に使用する器
具・包装容器等や掃除道具及び洗浄
剤・消毒剤・機械油等の安全性を確
認するとともに、適切な保管、取扱
い、洗浄等を実施している。

農産物に使用する農薬や肥料、基礎となる土や水の安全性を確保し、携わる作

業者の衛生を徹底しても、農産物が接触する可能性のある資材が、食品に適さ

ないものであった場合や衛生管理に問題があった場合には、農産物の汚染事

故の原因となってしまいます。

①農産物が接触する可能性のある資材の安全性を確認し、適切に保管、取扱い、

洗浄等を実施している。

食品安全
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図1．用具・器具の整頓

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．清掃道具の管理

劣化した清掃道具は交換する



〇使用前に水の濁りや異臭がないことを確認する。

〇水源を確認し、水道水以外の場合は水質検査を行う。

使用する水の水源を確認し、水に含
まれる危害要因による農産物の安
全性に関する評価と、評価結果に基
づく対策を実施している。

農産物にとって、水は生育に大きな影響を及ぼします。栽培中に使用する水

の汚染は生育不良や農産物の汚染の原因に、収穫後に使用する水の汚染は消

費者の健康被害に直接つながる可能性があります。

①使用する水の水源を確認し、汚染リスクに応じた対策を実施している。

食品安全
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図1．汚染源の例（水源近くの工場排水）

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．汚染源の例（冠水の発生）

 



〇種苗の入手・育苗を管理、記録し、見直せるようにする。

信頼できる供給元からの適正な手
段による種苗の入手、育苗の管理及
び種苗の調達に関する記録を保管
している。

農業における健全な種苗（種子、苗、種菌）の入手、育成は経営上、重要な工程

です。種苗の入手・育苗を管理、記録し、見直せるようにすることが大切です。

①種苗は信頼できる業者等から入手し、育苗の管理及び調達に関する記録を

保管している。

食品安全
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種苗購入記録表

（帳票様式第１8号）

播種年月 有効期限

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

年　　　月 年　　　月 年　　　月 有 　・ 　無

作物名及び品種名 ロットNo. 生産地 購入量 購入日 購入先
※いずれかを記入 種子消毒薬剤名

（散布回数も記述）
遺伝子組換

の有無

【□種苗購入記録表】✓



〇農場で使用する予定の農薬のリストを作成する。

〇農薬の使用の都度、容器又は包装にあるラベルの表示内容を確認する。

〇使用前に最終有効年月を確認する。

使用する予定の農薬の情報をまと
め、使用基準違反を防ぐ農薬使用計
画を策定し、適正に農薬を使用する
とともに、使用前にラベルの注意事
項等の再確認を実施している。

農薬を使用する際には、「農薬取締法」に基づく登録を受けたもの、かつ、有

効期限内のものを使用する必要があります。農薬ラベルに記載されている適用

作物、使用回数、使用量、希釈倍率、収穫前日数、使用上の注意事項や被害防

止方法等を必ず確認しましょう。

①農薬使用計画を策定し、適正に農薬を使用するとともに、使用前に注意事項

等を再確認している。

食品安全
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図1．農薬の適正使用

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．令和５年度農薬危害防止運動ポスター

【□使用農薬リスト】✓



〇責任者が、出荷の前に農薬使用の記録を確認し、間違った使用がないか在庫記録と

照合し、使用量に誤りがないかを調べる。

〇責任者が散布する農薬名、希釈倍数、散布量、対象ほ場、対象品目等を記載した農

薬散布指示書を作成し、作業者がその指示にしたがって作業を確実に行う。

農薬管理の責任者は、適正使用
の指示と検証を行っている。

農薬を管理する責任者を決め、防除を一元的に管理、指示する体制を整え、

農薬散布の重複や散布漏れ、間違った農薬の散布などを防ぎましょう。加えて、

実践してきた工程管理に漏れがないか、間違いはないかを検証することにより、

そのリスクをさらに下げることができます。

①農薬を管理する責任者による農薬適正使用の指示と検証が行われている。

食品安全
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責任者

作業日時

作物名 ほ場番号

農薬名

収穫前日数

希釈倍率

散布量

使用機械 動噴 動噴

2000 2000

３００L ３００L

□□ △△粒剤

収穫前日 収穫３日前まで

〇〇　○○

○○年〇月〇日　午前○○時～

トマト Aー１

（帳票様式第19号）

農薬散布指示書



〇周辺ほ場の農薬使用者とコミュニケーションをとる。

〇緩衝地帯や防風ネットの設置、風よけとなる緑肥の栽培によりドリフトを回避する。

隣接ほ場からの農薬ドリフトの影
響を回避できるよう対策している。

農場や栽培する農産物が、周辺ほ場からの農薬ドリフトの影響があるかどうか

について調べます。

①隣接ほ場からの農薬ドリフトの影響について把握し、適切な方法で対策を実

施している。

食品安全
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（http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1610/mf_topics05.html）
出典（写真）：農林水産省Ｗebサイト

日頃から、周りのほ場関係者
と情報交換しましょう。

図1．ドリフトリスク低減のための防風ネット

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



〇作業手順、作業環境や危険箇所についてチェックを行い、作業方法の見直しや作業

現場の改善、危険箇所の表示等について関係者で情報を共有する。

〇危険性の高い作業を行う場合は、作業者の負担軽減や危険な状況を知らせる補助

者を配置する等、一人で作業を行わないようにする。

〇やむを得ず一人で作業を行う場合には、作業内容や作業場所を家族等に伝える、携

帯電話を必ず所持する等、事故が発生した際の早期発見のために必要な措置を行う。

労働安全に関するリスク評価を行い、
リスクが高いと評価した事項について
リスクを低減・排除するための対策を
農場のルールとして設定し、実施する
とともに、検証、見直しを行っている。

農作業事故の発生を防ぐためには、危害要因（場所・作業・もの・状態）や危害

の程度を把握し、改善策を講じることが重要です。日頃から作業手順、作業環

境等についてチェックを行い、作業方法の見直しや危険箇所の明示又は改善

を行っていく必要があります。

労働安全
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①リスク評価表における労働安全の項目について、年に１回以上リスク評価を

実施している。

②リスク評価の結果を検証し、それぞれに応じた対策を実施している。

図1．危険な作業の例

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．危険な作業の例 図3．電気柵の注意喚起

【□リスク評価表】✓



〇転倒、転落、落下物等の危険性がある場所での作業や、道路走行時はヘルメットを着

用する。

〇機械の使用に際しては、回転部に頭髪や衣類等が巻き込まれないよう、髪の毛をまと

める、帽子をかぶる、袖口をしっかり締めるなど、髪型・服装に注意を払う。

〇防除作業時は、作業衣、マスク等を着用し、使用後は清潔な状態で保管する。

〇刈払機を使用する際は、フェイスガードやエプロン、安全靴、防振手袋などを着用する。

○夜間に作業を行う場合は、ヘルメットや作業服に反射テープを貼付し、目立つ服装と

する。

安全に作業を行うための服装や保
護具の着用・管理を実施している。

作業に適した服装や保護具の適切な着用は、作業事故から従事者の身を守る

ために不可欠です。適切な保護具・服装を着用していないことが、作業事故の

原因となり、怪我や障害の程度を悪化させることがあります。

①安全に作業を行うための服装や保護具を着用し、適切に管理を行っている。

労働安全
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図１．農作業の安全なスタイル 出典：ヤンマー Webサイト 農作業安全のすすめ
（https://www.yanmar.com/jp/agri/knowledge/work_safety/before_driving.html）

1. ヘルメットをかぶる

2. 首にタオルなどをまかない

3. 袖口をしめる

4. ベルトからシャツをださない

5. すそのしぼったズボンをはく

6. すべりにくい靴（安全靴など）をはく



〇事故発生時の対応手順、連絡先、連絡方法を定めておく。

○事故発生時にすぐに対応できるよう、連絡先リストを乗用管理機やトラック等に掲示

する。

〇傷口や目、口を洗い流すために十分な量の清潔な水を用意する。

〇救急箱には消毒液と絆創膏、止血用の清潔なタオルを用意し、作業場や農作業に行

くための車両等に装備する。

※連絡先リストに記載する連絡先としては、警察、消防、病院（診療科別、夜間・休日）、

ＪＡ、農林総合事務所、出荷先、農機具販売店等が想定される。

清潔な水・救急箱の用意、連絡方法
などを含めた事故対応手順を定め
て、農作業従事者に周知している。

どんなに事故の防止対策を未然に講じても、完全に防げるわけではありません。

前もって想定される事故への対応手順や連絡網を定め、農場内に周知し、慌て

ずに対処できるようにしましょう。

①清潔な水・救急箱の用意、連絡方法などを含めた事故対応手順を定めて、農

作業従事者等に周知している。

労働安全
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事故発生時の緊急連絡先一覧

農場責任者：

警察：110 消防：119

病院： 病院（夜間）：

JA： 農林総合事務所：

出荷先： 農機具販売店：

（帳票様式第１８号）

【□緊急連絡先一覧】✓



○取扱説明書を熟読し、いつでも目を通せるように大切に保管しておく。

○使用前点検や使用後の整備及び適切な保管管理を徹底する。

○使用説明書がない場合は、販売代理店、メーカーホームページもしくはその機械の作

業に熟練した者等から情報を入手する。

機械、装置、器具等は、使用説明
書をよく読み、内容を理解してか
ら適切に使用している。

農業用機械や器具等を正しく扱うことは、農作業安全の重要なポイントです。

取扱説明書をよく読み、使用方法を習熟し、点検・整備の上、適切に使用します。

また、必要に応じていつでも説明書を取り出せるよう保管します。

①機械・器具類の使用にあたっては、使用方法の習熟や点検・整備を怠らない。

②取扱説明書はよく読み、きちんと保存している

出典：農林水産省Webサイト「SERIES安全対策・これだけは」
http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/pdf/p-kusa.pdf

労働安全
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農薬の容器等の表示内容を確認し、
表示に基づく安全な作業を行うた
めの装備を整え、調製、防除、片付
け作業を行っている。

農薬によっては、散布液を吸引したり、皮膚に付着したりすると健康被害が発

生する場合があります。農薬容器等の表示内容をよく確認し、安全に作業を行

うための服装やマスク、ゴーグル等の保護具を着用して防除作業を行います。

○農薬のラベルに指定された使用方法を守り、マスク、ゴーグル、不透性衣類、長靴、

手袋等を確実に着用する。

①農薬の準備、調製作業時にラベルの表示内容を確認し、相応しい装備を着用

して調製、防除、片付け作業を行っている。

労働安全
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図1．農薬に対応した装備

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

確認！



農薬の防除衣、保護装備等は適切
に洗浄、乾燥し、他への汚染がない
ように保管している。

農薬散布に使用した防除衣や保護具を、一般の衣類等と一緒に洗濯した場合

は、農薬成分が付着する可能性があるため、分けて洗濯します。

①農薬散布に利用した防除衣や保護具は、使用後、適切に洗浄、乾燥し、清潔な

状態で保管している。

○一般の洗濯物と分けて防除衣を洗濯する。

○農薬保管庫に防除衣、保護具を保管しない。

〇防除衣、保護具の保管場所に農産物を持ち込まない。

〇防除後の後片付けの手順を定め、明示する。

労働安全
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○機械作業や化学物質等を取り扱う場合は、必要な資格を有する者以外は絶対に作

業を行わない。

○従業員を雇っている場合は、資格（免許）の有無及び更新日等を把握しておく。

○危険な作業を行う場合は単独での作業をできる限り避ける。

○熟練者であっても、体調不良等が認められる場合には、危険な作業を行わせない。

適切に実施しなければ危険を伴う機
械作業、高所作業又は農薬散布作業
等従事者に対し、必要な能力及び資
格を得るための訓練を実施している。

農場内の作業において、公的な資格の取得や講習の受講が必要な場合には、

有資格者が作業を行うとともにに、従業員の資格取得を推進します。

①資格が必要な作業は有資格者に限定し、無資格者の資格取得を積極的に推

進している。

（従業員の免許更新日を把握）

●●会社△△免許取得者一覧

名前 免許
の有無

更新日 講習
受講日

農業機械整備技能士 農業機械士

危険物取扱者 毒物劇物取扱者

けん引運転免許 クレーン・デリック運転士

ボイラー 建設機械運転

玉掛け 床上操作式クレーン運転

はい作業主任者 乾燥設備作業主任者

農薬管理指導士 フォークリフト運転

大型特殊運転免許 小型移動式クレーン運転

移動式クレーン運転士

＜農作業で必要となる資格（技能講習含）の一覧＞

人権保護

労働安全
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○農場の基本情報を確認し、周辺の環境や使用する資源を把握する。

○リスク評価に基づき、対策（農場のルール）を設定し、実施する。

〇土壌診断を実施し、診断結果に基づいた施肥設計を行うことで、過剰施肥を防止する。

〇劣化した肥料袋など、プラスチック類の放置、野焼きを行わない。

環境に負荷を与える要因を特定して
リスク評価を行い、リスクが高いと評
価した事項について、リスクを低減・
排除するための対策を農場のルール
として設定し、実施するとともに、検
証、見直しを行っている。

農業は地域の自然環境を活用して行う産業です。環境を汚染してしまうと安

全な土や水を確保することができなくなる恐れがあり、持続的な農業経営が困

難になりかねません。

環境保全

３９

①リスク評価表における環境保全の項目について、年に１回以上リスク評価を

実施している。

②リスク評価の結果を検証し、それぞれに応じた対策を実施している。

施肥

防除

かんがい

農業機械等

プラスチック資材等

ほ場管理

・過剰施肥による水質汚濁・富栄養化

・不適切な農薬使用による水質・生態系への影響

・水田代かき用水の排出による水質汚濁・富栄養化

・化石燃料の使用による温室効果ガスの発生

・野焼きなどによる有害物質の発生

・水田土壌からの温室効果ガス（メタン）の発生

＜環境リスク＞＜主な農作業＞

【□リスク評価表】✓



堆肥、わらや緑肥といった有機物
の活用による土づくり等を通じた
適正な土壌管理を実施している。

堆肥や緑肥といった有機物をほ場にすき込むことは、地力の維持・増進に効果

的であり、持続可能な農業を実践するためには、適正な土壌管理が不可欠です。

○堆肥や緑肥などの有機物を施用することで土づくりを行う。

○目的に応じた適切な土壌改良資材を施用する。

○堆肥の施用量は、ＪＡ等の栽培暦や施肥基準等を参考に決定する。

①有機物を施用するなど、積極的な土づくりを行い、適正な土壌管理に努めて

いる。

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_2.htm

環境保全
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（落花生の殻の堆肥） （もみがらの施用）



○野菜くず等の作物残さは堆肥化しほ場に還元する。

○ほ場還元が好ましくない作物残さ等は、バイオマスや他の作物への利用等により有

効活用する。

作物の残さは､堆肥化してほ場に
還元するなどして有効活用し、廃
棄物の削減に努めている。

作物残さは、利用しない場合は廃棄物になりますが、堆肥化等によって安全性

を確保した上で、ほ場に還元すれば有機質資源として有効活用できます。

①作物残さを土づくりに利用するなどして、リサイクルを実施している。

（作物残さの堆肥化）

環境保全
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○作付のない時には地表面が裸にならないよう、植物で覆う（被覆作物の栽培）。

○堆肥の施用等によって土壌の透水性を確保し、表土の流亡を防止する。

○ほ場とほ場の間に、防風垣を設置し飛砂を防止する。

雨や風で表土が失われやすいほ場
で侵食を防ぐ対策をとっている。

作土層の維持は作物を健全に生育させるために重要です。雨や風で表土が失

われやすいようなほ場では、侵食を軽減する取組が必要です。

①土壌の侵食を受けやすいほ場では、侵食を軽減する取組を実施している。

環境保全
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図1．表土の流出

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．防風垣

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_2.htm



〇洗浄水の排水経路を確認し、水源に流れ込まないよう排水桝、沈殿槽を設置する。

〇洗浄水が河川に流れ込まない場所に洗浄場所を変更する。

〇泥や農産物の残さは、定期的に除去し、排水路が詰まったり、溢れ出したりしないよ

うに管理する。

農場から出る排水は、水質によっては環境汚染の原因や、自らの生産工程で

使用する水の汚染につながることがあります。まずは自らの農場からどのよう

な排水が出ているかを把握します。

①排水経路を把握し、水源に流れ込まないよう対策を実施するとともに、残渣

を定期的に除去している。

環境保全

4３
ほ場及び農産物取扱施設で発生した

排水（排水中の栄養成分を含む）やそ

れに含まれる食物残さ、廃棄物等を

適切に管理している。

図1．残渣除去の取組

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．洗浄水・排水の取扱い

機械洗浄の排水は汚染
リスクのない場所で行う



〇時間帯や風向き等に注意して作業を行う。

〇廃棄物が飛散しないようにネットやカバー等を展張する。

〇道路に落とした泥は直ちに撤去する。

周辺住民等に対する騒音、振動、悪
臭、煙・埃・有害物質の飛散・流出等
の配慮と対策を実施している。

農場を継続的に運営していくためには、周辺の方々の理解が必要です。住民

と良好な関係を維持できれば生産活動への協力も得られます。迷惑をかけて

いないか、情報を把握するためにも積極的にコミュニケーションをとりましょう。

①周辺住民等に対する騒音・振動・悪臭・煙・埃・有害物質の飛散・流出等の配慮

と対策を実施している。

図1：発散低減ノズル

環境保全
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出典：農林水産省Ｗebサイト 「農薬飛散対策技術マニュアル」
http://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/gaicyu/g_nouyaku/manual/index.html

図２：泥・土の除去

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



ほ場等への鳥獣の接近を制限す
る取組等による生物多様性に配
慮した鳥獣被害防止対策を実施
している。

近年、鳥獣による農作物等への被害は深刻な状況にあり、生物多様性に配慮

した鳥獣害防止対策に努めることが大切です。

〇食品残さの管理の徹底、放任果樹の除去等、鳥獣等を引き寄せない取組を実施する。

○作物残さ等をほ場に還元する場合、深くすき込むなどの対応に努める。

〇遊休地の草刈等を行って見通しを良くし、鳥獣のほ場への接近を防ぐ。

〇法令を遵守し、有資格者による適切な駆除を行う。

①鳥獣を引き寄せないように、作物残さ等は管理された場所に保管している。

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_1.htm

 

（作物残渣が落ちている）

 

（野菜を外に放置）

図1：鳥獣害防止対策の例

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

環境保全
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○不必要な照明を消灯するなどして、電力の消費を極力抑えるように心がける。

○農業機械・車両は適切な走行速度やエンジン回転数での作業を実施している。

○機械類等を導入する際は、エネルギー効率の良い機種を選ぶ。

○施設・機械・器具は適切に点検・整備・補修を行う。

温室効果ガスの発生抑制や、
省エネルギーに取り組んでいる。

農業生産活動といえども、化石燃料や電力を消費すれば温室効果ガスである

二酸化炭素が発生します。農場でのエネルギーの使用量を把握し、節減に努め

ることが重要です。

①温室効果ガスの発生抑制や省エネルギーにつながる取組を実施している。

環境保全
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図1：節水・節電、エンジンに関する標示

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



病害虫・雑草が発生しにくい生産
環境を整備している（IPMにおけ
る「予防」の取組）。

IPMとは、Integrated Pest Managementの略称であり、「総合的病害

虫・雑草管理」などと訳します。化学農薬の使用量を必要最低限に抑えつつ、生

物的、耕種的、物理的な防除を組み合わせて、経済的な被害が生じるレベル以

下に病害虫・雑草の発生を抑制する方法です。

〇健全な種苗を使用している。

〇病害虫の発生源（作物残渣、周辺雑草、寄主植物等）を除去している。

〇抵抗性品種を導入する。

①病害虫・雑草が発生しにくい生産条件の整備を実施している。

環境保全
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図1．IPMの基本的な考え方

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



〇都道府県や国、民間団体の発生予察情報（発生予報、注意報、警報等）を活用する。

〇ほ場やほ場周辺における病害虫・雑草や天敵の発生状況を観察する。

病害虫・雑草の発生状況を把握し
た上で防除要否及びタイミングを
判断している（IPMにおける「判
断」の取組）。

IPMでは、病害虫・雑草の発生状況等を把握した上で防除要否及びタイミング

を判断します。

①発生予察情報の活用やほ場観察により病害虫・雑草の発生状況に応じて防

除要否及びタイミングを判断している。

環境保全
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https://www.pref.ishikawa.lg.
jp/noken/noushi/byougaityu_
yosatsu/index.html

参考 病害虫発生予察情報
（石川県ホームページ）

図1．IPMの基本的な考え方

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



〇粘着シート、防虫ネット等を利用している（物理的防除）。

〇天敵、微生物農薬等を活用している（生物的防除）。

〇環境負荷低減の観点から、リスクの高い農薬からリスクの低い農薬への転換を実施

している。

〇同一系統薬剤の連続使用を避けた防除体系を組んでいる。

〇農薬散布時の飛散の低減のための飛散防止ノズルを活用している。

多様な防除方法（防除資材、使用方
法）を活用した防除に取り組んでい
る（IPMにおける「防除」の取組）。

IPMでは、化学的防除だけでなく「物理的防除」「生物的防除」など多様な防

除方法を組み合わせて防除を行います。

また、化学農薬の使用においては、可能な範囲で環境負荷の低減にも資する

農薬の種類を選定して防除に取り組みます。

①化学的防除だけでなく、生物的防除、物理的防除などの多様な手法を組み合

わせた防除を行っている。

環境保全
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出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_3.htm

 

（紙マルチ） （生物農薬 チリカブリダニ）

図1．IPMの基本的な考え方

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



農薬は、周辺環境を汚染しない場
所で必要な量だけ調製し、使用し
た計量機器等の洗浄を適正に実
施している。

農薬は、ラベルに表示されている単位面積あたりの使用量と、農薬を散布す

る農地の面積から、必要な量だけを秤量して散布液を調製します。調製に使用

した計量カップなどの計量機器は、農薬の成分が残らないように十分に洗浄し、

計量機器は拭取り等を行います。

〇必要量のみ農薬を調製する。

〇計量機器等のすすぎ水は希釈水として使用する。

①農薬は、はかりや計量カップ等を用いて秤量し、必要な量だけ調製している。

②調製に使用した計量機器等の洗浄を適切に実施している。

環境保全
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図1．秤・計量機器を用意し、正確に秤量

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農薬調製専用の台と、計量機器



○土壌診断を実施して適正な施肥を行う。また、局所施肥や肥効調節型肥料等によって、

減肥を心がける。

○生育の状況や天候を考慮して施肥量を調整する。

○施肥用機械や器具の点検・整備を定期的に行い、精度の高い施用ができるようにする。

栽培暦や土壌診断の結果を基に
施肥計画を立て、計画に基づい
て肥料の施用量を決めている。

過剰な施肥は、環境への負荷が大きくなります。土壌診断結果やＪＡの栽培暦

等を参考にして肥料の施用量を決めることは環境負荷軽減につながるとともに、

農作物への施用効果を高めます。

①土壌診断結果の活用や、ＪＡの栽培暦等を踏まえた施肥設計を作成し、その

計画に沿って肥料を施用している。

環境保全

５１

（土壌診断結果の活用）



農薬散布時における周辺作物・周
辺住民等への影響を回避する対
策を実施している。

農薬散布時に、隣接するほ場の作物に農薬がかかると、生育に悪影響が出た

り、残留農薬基準値の超過の原因になる可能性があります。また、周辺の民家

等へ農薬が飛散すると住民への健康被害や、建物等が損傷することもあります。

○病害虫の発生状況を踏まえ、最小限の区域にとどめて農薬を散布する。

○時間帯や風向きに注意して農薬を散布する。

○飛散が少ない剤型の農薬及び飛散を抑制するノズルを使用する。

〇防風ネットを設置する。

①防除の際は、周辺への影響をできる限り低減する努力をしている。

環境保全
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図3．飛散防止のため、作物に近い位置での農薬散布

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図1．不織布（べたがけシート） 図2．飛散防止ネット



〇農場内は定期的に整理・整頓・清潔・清掃を実施している。

〇資格を有する産業廃棄物処理業者に処理を依頼する。

〇廃棄物専用保管場所を設け、廃棄物に明確な印を付ける。

農場内の整理・整頓・清潔・清掃を
実施し、廃棄物の不適切な処理・
焼却がないように徹底している。

農場内を整理、整頓し、常に衛生的にしておくことは、農産物の安全性向上

に効果があり、労働安全の向上、作業効率の向上にもつながります。

農業は、農産物を生産する事業活動であり、そこから排出される廃棄物は事

業系一般廃棄物又は産業廃棄物に分類されます。廃棄物の適正な処分は、法

令上の義務であって、農業も例外ではありません。

①農場内の整理・整頓・清潔・清掃の実施、農業生産活動に伴う廃棄物の適切な

処理・焼却を実施している。

図1．資材焼却

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農業用資材等の放置

土壌や水質、農産物の汚染源に
なり、周辺への迷惑行為となる

労働安全

環境保全

５３

 



〇肥料の原料一覧や製造工程を確認する。

〇営農ごよみや栽培指針に記載された施肥設計を参考に、施肥計画を立てる。

〇使用する肥料の成分を確認する。

原材料・製造工程の把握による肥料
等の安全性や成分を確認し、食品安
全、環境保全に配慮した肥料等の利
用計画を作成している。

肥料等の成分の含有量等が不明のまま使用すると、農産物や環境の汚染、農

産物の生育障害につながる可能性があります。

①肥料成分の把握と安全性を確認し、適切な施肥設計を行うための計画を作成

している。

肥料メーカーや販売店から使用する肥料の原材

料、製造工程、発酵温度等の情報を入手します。

原材料や製造工程の情報により放射性物質や

重金属、化学物質の汚染リスクがないか、発酵

温度と堆積期間等から病原性微生物の汚染リ

スクがないか等を判断します。

労働安全

環境保全
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タンクやホースに農薬が残っていると、次回の防除の際に混入する恐れがあ

るので、よく洗浄します。また、定期的な点検・整備によって散布ムラや散布機

の故障を防止し、適正に農薬を散布できるようにします。

残液の不適切な処理は環境汚染や農産物汚染につながる可能性があります。

処理にあたっては、関係法令を遵守し、自治体の指示がある場合は、その指示

に従いましょう。

①農薬散布機等を使用する際は、使用前後の点検及び使用後の洗浄を適切に

行っている。

②防除器具の使用後は、残液、洗浄排液を適切に処理している。

農薬使用前は防除器具を点検し、使
用後に適切に残液を処理、十分に洗
浄し、洗浄排液を処理している。

〇農薬散布機の薬液タンク、ホース、噴口、ノズル等農薬の残留の可能性がある箇所に

注意して、十分に洗浄する。

〇農薬散布機等は、性能どおりの機能が発揮できるように年１回以上点検・整備を行う。

〇作業前及び作業後の日常点検を習慣づけ、問題が見つかった場合は修理するなどの

適切な対応をとる。

〇指定のある定期交換部品は、必ず定期的に交換する。

〇残液が出ないように調製し使い切る。

〇洗浄液は、排水路や河川等への排水を避け適切に処理する。

図1．防除器具の洗浄

出典：国際水準GAPガイドライン
（指導マニュアル）

食品安全

環境保全
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○廃棄物を処分するまでの間、環境に支障が出ないように保管する。

○処理を委託する業者や地域の処理方法のルールに従って、取扱品目別に表示・分別・

保管する。

○衛生害虫（ハエ、蚊、ゴキブリ等）の発生源とならないよう適切に管理する。

○廃棄物の分類について不明な点がある場合は、市町の環境対策担当課や処理を委託

する業者等に確認をとる。

農場から出る廃棄物を把握し、適
切に分別・管理して処分している。

廃棄物は、ほ場や農産物の汚染源となるほか、作業上の支障となる可能性も

あります。可能な限り屋根のある保管場所を確保し、品目別に分別して保管す

ることで、リサイクルや処分がしやすくなります。

①廃棄物は、品目別に場所を決めて表示し、飛散・流出しないよう保管している。

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_3.htm

 

（廃棄物の分別） （資源ごみの分別）

食品安全

環境保全
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〇燃料保管施設の点検により、燃料漏れがないかどうかを確認し、不具合を修理する。

〇防油堤、吸着シートなど、燃料が流出した場合の対策を準備する。

〇消火器など適切な消防設備を用意する。

食品安全（農産物への接触防止）、
環境保全（環境への流出防止等）、
労働安全（火災防止等）に配慮し
て燃料類を保管している。

燃料を不適切に保管、管理すると、燃料が漏出することで、農産物の汚染によ

る食品安全上の事故や火災による労働災害、土壌や水質汚染による環境破壊

を引き起こす原因となる可能性があります。

①燃料類は消防法等の定めに従い、適切に保管している。

図1．資材焼却

図1．資材焼却

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

飲料容器に移し替えない
燃料容器の口が密閉されていない
転倒防止措置を講じていない

大量の燃料を１カ所に保管しない

環境保全

食品安全
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管理全般



器具・容器、設備、機械・装置及び運
搬車両を把握し、安全装備等の確認、
衛生管理、使用前点検、使用後の整
備及び適切な管理を実施している。

農作業に使用する設備、機械・器具類が故障、破損等していると、農作業事故

や部品の脱落による異物混入、オイル漏れ等による環境汚染、収穫物の汚染等

につながりかねません。

〇機械、装置等の使用前後には必ず点検を行う。

〇機械、装置等の使用後は、適切に洗浄、拭取り等して衛生的に管理する。

①農作業に使用する設備、機械・器具類は使用前後の点検及び定期的なメンテ

ナンスを実施している。

図1．機械の取扱注意事項の管理

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農業機械や設備の点検記録

環境保全

食品安全
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〇農薬保管庫は常に施錠を行い、責任者の許可なく農薬を持ち出せないようにする。

〇発火性または引火性を有する農薬については、火気厳禁などの危険物表示を行う。

〇農薬は購入時の容器のままで保管する。

食品安全（容器移し替え禁止、いたず
ら防止の施錠等）、環境保全（流出防
止対策等）、労働安全（毒劇・危険物表
示、通気性の確保等）に配慮して農薬
の保管・在庫管理を実施している。

農薬は適切に保管、在庫管理することで、農薬に起因する様々な事故のリスク

を低減します。

①農薬は、他の容器に移し替えず、施錠可能な保管庫で保管している。

②農薬は、周囲に流出することがないよう、漏れ防止の対策を実施している。

③農薬は、毒劇・危険物表示を適正に実施し、立入可能な保管庫では通気性を

確保している。

図1．鍵付きの農薬保管庫の例

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．農薬交差汚染の防止

農薬の開封口は密閉する こぼれた農薬は放置しない

環境保全

食品安全
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管理全般



堆肥製造にあたっては、適切な期
間・温度の発酵維持による雑草種
子、有害微生物の殺滅対策等を実
施し、適切に堆肥化している。

家畜ふん堆肥を施用する場合は、病原微生物等による汚染に注意します。

切り返しや高温発酵等の工程を経た適切な製造が必要です。また、他者から堆

肥を入手する場合は製造方法を確認するよう努めます。

○家畜ふん堆肥を製造する場合は、切り返し等によって全体に空気が入るようにし、十

分に発酵させる。

○堆肥化の際は、発酵熱で病原微生物や雑草種子、寄生虫卵を殺滅する（70℃で数日

間発酵させることが望ましい。）。

○出来上がった堆肥に、原料である家畜ふんや製造途中の堆肥が触れたり混入したり

しないよう区分して管理する。

○堆肥を購入した場合は、原料・製造方法・分析結果（成分票）等をきちんと確認する。

①堆肥は、適切に堆肥化されたものを使用している。

図1．未熟堆肥内に含まれていた種子由来の雑草の繁茂

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．堆肥発酵の目安

堆肥化の際、雑草種子は殺滅する

＜完熟の目安＞
腐葉土のような香り、手にべたつか
ない程度のさらさらした手触り、黒
色～黒褐色、握っても水分が出ない

環境保全

食品安全
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管理全般



○肥料等は、直射日光、雨の当たらない倉庫に保管する。

○保管場所は定期的に清掃する。

〇肥料等の出入庫に際し、肥料袋に傷みがないか確認する。

〇肥料等を地面に直置きしない。

〇堆肥を保管する場合、床を不浸透性材料で作る、漏水しないように溝を設ける、風雨

を防ぐ側壁を設ける、シートをかける等の対策を講じる。

〇保管、製造中の堆肥等から汚水が流れ出ないように、流れ出ても農産物や周辺環境

を汚染しないように、溝を切る、排水桝を設ける等の対策を実施する。

食品安全（未熟堆肥との接触による
交差汚染防止、農産物への接触防止
等）、環境保全（流出防止等）、労働安
全（崩落・落下、発熱・発火・爆発防止
等）に配慮して肥料等の保管、在庫管
理を行っている。

肥料等は適切に保管、在庫管理することで、肥料等に起因する様々な事故のリ

スクを低減します。

①肥料等は、未熟堆肥や農産物との接触を防ぎ、適切な場所で保管する。

②堆肥の保管中には、飛散防止の措置を講じている。

図1．堆肥の飛散防止

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．肥料の放置

肥料は残したまま放置しない

環境保全

食品安全
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管理全般



〇労働条件を提示し、遵守する。

〇多様性を理解し、作業者を差別しない。

〇繁忙期の就業時間や休日、連続勤務等の特別な条件がある場合は、労働者との間で

しっかりと話し合い、合意を得る。

雇用・労働環境における人権侵害
の防止について、管理方法を定め
て実施している。

経営資源の中でも最も重要な要素が"人"です。基本的人権が守られていない

農場では、食品安全を脅かす事故や労働災害につながる可能性があります。

①雇用・労働環境における人権侵害の防止について、管理方法を定めて実施し

ている。

人権保護
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〇適切な資格を持った外国人を制度に則って受入れている。

〇受入れ時及び離職時はハローワークへ届出を行っている。

〇住込みで働く作業者がいる場合、快適に住める住居を提供している。

外国人雇用の際には、適切な在留資格や就労許可を所持しているか、必ず確

認する必要があります。農場経営者は、外国人労働者にも日本人労働者に対す

るものと同等の労務管理が義務付けられていることに留意しましょう。

①技能実習生など、外国人雇用がある場合、適切な対応を行うための環境整備

等を実施している。

技能実習生など、外国人の雇用
者に対して、適切な対応を行う
ための環境整備を実施している。人権保護

６３



〇家族で話し合い、役割、報酬等を決めている。

家族経営の農場では、みんなが意欲をもって取り組めるようにするため、家

族間で一人一人の役割と責任を明確にし、それぞれの意欲と能力を十分に発

揮できる環境を整えることが大切です。

①家族間の十分な話し合いに基づく家族経営を実施している。

家族経営において、家族間の十
分な話し合いに基づいて経営を
実施している。人権保護

６４



〇法定三帳簿（労働者名簿、賃金台帳、出勤簿）を適切に整備する。

〇従業員の労働時間を適切に記録し、労働条件が劣悪にならないよう管理する。

〇従業員と雇用者の両者間で話し合いを行う。

〇話し合いにより従業員の不満を聞き、改善すると共に話し合った内容を記録する。

労使間でコミュニケーションをとり、不平や不満を把握して、改善する努力を

することで、意図的な食品事故や職場環境の悪化を防ぎます。

①労働条件を遵守し、その記録を残している。

②労使間で、年1回以上、労働条件、労働環境、労働安全等について意見交換を

実施し、その内容を記録している。

労働条件を遵守し、労使間にお
ける労働条件、労働環境、労働
安全等に関する意見交換を定期
的に実施している。

図1．法定３帳簿（労働者名簿・賃金台帳・出勤簿）

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）
図2．タイムカードの設置

人権保護
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○法人経営の場合は、従業員が１人でもいる場合、必ず労災保険に加入する。

○法人経営でなくても、常時雇用している従業員が５人以上の場合は、必ず労災保険

に加入する。従業員が５人未満であっても、必要に応じて労災保険に加入する。

○不明な点があれば、最寄りの労働基準監督署に相談する。

各種保険に加入することは、従業員だけでなく、自分の経営や家庭を守るこ

とにもつながります。

①各種保険に加入している。

業務が原因で負傷、もしくは疾
病にかかった農作業従事者を保
護するための各種保険に加入し
ている。

図1．農業者の労災保険特別加入

出典：農林水産省・厚生労働省「必見！農業者の皆さん労災保険の特別加入をご存知ですか！！」

管理全般

食品安全
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青果物
規範項目６７～８１

いしかわＧＡＰ規範項目



○使用する水の水源を確認し、汚染が分かった場合は、水源の切り替え、水質の改善

等を図る。

○衛生的な維持・管理のため、培養液はできる限り頻繁に交換する。また、再利用する

場合は、微生物的及び化学的汚染を低減するための措置をとる。

○廃培養液は、河川等の公共用水域に未処理のまま流出させないように配慮する。廃

棄の方法としては、畑作物への散布等、肥料としての利用を検討する。

○栽培で使用する資材や機器は、定期的に清掃、消毒等を行う。

養液栽培の場合、培養液の汚染の
防止に必要な対策を実施している。

養液栽培では、培養液が大腸菌等の微生物によって汚染されることがありま

す。この他の汚染物質混入防止も含め、養液栽培における培養液の管理は、安

全生産上重要な事項です。

①培養液は、衛生的に維持・管理し、適切に廃棄している。

②養液栽培に使用している資材、機器も衛生的な状態を維持している。

食品安全

６7

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_3.htm

図1：養液資材の洗浄



農業生産で使用する外来生物には、導入天敵やマルハナバチがあります。外

部へ逃げ出すと生態系に被害を及ぼす可能性があります。

○栽培施設の全ての開口部をネットで被覆する。

○使用後のハチは確実に殺処分する。

○特定外来生物を利用する場合は、環境省の許可を取得し、定められた飼養管理基準

を遵守する。

セイヨウオオマルハナバチを利用して
いる場合は、飼養に関する環境省の
許可取得及び適切な使用管理を実施
している。また、その他外来生物を利
用する場合についても、適切な使用
管理を実施している。

①農業生産で使用する外来生物が生態系を乱さないような管理をしている。

②特定外来生物（セイヨウオオマルハナバチ）を利用する場合は、許可を得た上で、

定められた飼養条件を守っている。

環境保全
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図1．セイヨウオオマルハナバチ

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

出典：環境省「セイヨウオオマルハナバチの取扱いについての注意点」



○作業前に作業者の健康状態（下痢、腹痛、発熱等がないこと）を確認する。

○手洗い、手指消毒の実施を徹底する。

スプラウト類の栽培に適した温度・湿度は微生物の増殖にも適しているため、

万一、栽培中のスプラウトに病原微生物が付着すると、生産工程中に増えてし

まう可能性があります。

スプラウト類は、一般の青果物と生産工程が異なるため、「スプラウト生産に

おける衛生管理指針」や「もやし生産における衛生管理指針」に基づく、衛生管

理が必要となります。

①スプラウト類の農産物取扱工程における衛生管理（管理体制の整備、作業者

の健康・衛生管理）を実施している。

スプラウト類の農産物取扱工程
における衛生管理を実施（管理
体制の整備、作業者の健康・衛生
管理を含む）している。

食品安全

69

図1．手洗い方法の掲示

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．手洗い設備の管理



○培地の原料の安全性（重金属、放射性物質、病原性微生物、溶出物質等）、容器の素

材の安全性の確認、受け入れた培地、容器の衛生的な保管（保管場所の清掃、消毒、作

業者の手洗い、保管場所への土足立入禁止等）を徹底する。

スプラウト類の汚染を防ぐためには、スプラウト類の原料種子の消毒だけでな

く、栽培に使用する培地、栽培容器などの資材の衛生的な管理が必要です。

①スプラウト類の培地、栽培容器の安全性の確認と適切な管理を行っている。

スプラウト類の培地、栽培容器
の安全性の確認と適切な管理
を行っている。

食品安全
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図1．栽培容器の管理

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



○水質検査を実施し、飲用に適するレベルの水であることを確認する。

○給水設備を定期的に点検・清掃する。

スプラウト類への病原性微生物の付着、残存、増殖を防ぐため、使用する水は

飲用に適するレベルであることが必要です。

①スプラウト類に使用する水について、水質検査、給水設備の保守管理、異物

混入防止対策、微生物汚染対策を実施している。

スプラウト類に使用する水につ
いて、水質検査、給水設備の保守
管理、異物混入防止対策、微生物
汚染防止対策を実施している。

食品安全
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○栽培区域は柵などで区域分けし、他の区域との境界を明確にする。

○栽培区域への立ち入りは専用の長靴に履き替えるなど、土足での入場を禁止する。

スプラウト類は生育期間が短くすぐに出荷するため、一度汚染されると汚染

物質が出荷後まで残存する可能性が高いことから、生育の初期の工程（種子の

状態）から汚染を防ぐ対策が必要です。

①スプラウト類（種子、作物を含む）を扱う場所は他の区域との境界を明確にし、

衛生管理を実施している。

スプラウト類（種子、作物を含む）
を扱う場所は他の区域との境界
を明確にし、衛生管理を実施して
いる。

食品安全
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図1．衛生管理区域への入場

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．種子の保管・管理

入場するための手順等を明示

汚染リスクを低減するため、
衛生管理区域として管理



○備品や清掃道具は、誰もが用途、使用場所を間違えないように専用とし、識別、分別

して保管する。

設備や機械類を様々な工程で兼用すると、付着した微生物が他の工程に広

まってしまい、交差汚染が発生します。そこで、工程ごとに設備や機械を専用化

して、汚染が広がるのを防ぎましょう。

①スプラウト類の生産設備について、工程ごとに専用化している。

スプラウト類の生産設備につ
いて、工程ごとに専用化を実
施している。食品安全
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図1．備品や清掃道具の保管

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



○催芽前の種子に殺菌処理を行う。

○種子が直接壁や床に接触しないよう衛生的に保管する。

〇殺菌後の種子を保管する容器、作業者の手指、靴底を消毒する。

スプラウト類の種子に病原性微生物が付着していると、生産工程で殺菌等を

行うことが困難なため、消費者が食中毒になるリスクが高まります。そのため、

播種前に種子を殺菌する必要があります。

①スプラウト類の種子の殺菌・衛生管理を実施している。

スプラウト類の種子の殺菌・
衛生管理を実施している。

食品安全
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○果実に傷がつくと、損傷部からカビ毒（パツリン）を生産する菌が繁殖しやすいので、

傷がつかないように丁寧に扱う。

○果実に土等が付着しないように収穫・運搬する。

〇貯蔵中に菌を増殖させないように、できるだけ低い温度で果実を保管する。

りんご果汁は、人に対する毒性の強いカビ毒（パツリン）によって汚染される

可能性の高い食品として知られています。カビ毒（パツリン）による汚染のリス

クを低減するため、生産から出荷までの各段階で、土壌菌の付着を防ぎます。

①りんごのカビ毒（パツリン）汚染の防止・低減対策を実施している。

りんごのカビ毒（パツリン）汚染
の防止・低減対策を実施している。

食品安全
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図1．果実の選別・撤去

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



○届出、落成検査を実施する。

○作業主任者には、必要な資格を有した人員を配置する。

ボイラー及び圧力容器の設置・使用に必要な届出、取扱作業主任者の設置に

関しては、法令で義務付けられています。

①小型ボイラーの設置の際、設置の報告を行い、第一種圧力容器は、設置届、落

成検査を行っている。

②第一種圧力容器（小型圧力容器等を除く）の取扱いを行う場合、事業者は有

資格者のうちから作業主任者を選任している。

ボイラー及び圧力容器の設置・使
用に必要な届出、取扱作業主任者
の設置は適切に行われている。労働安全
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図1．有資格者によるボイラー及び圧力容器の管理

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



○農場で使用する予定のボイラーが、どのような規制の対象となるか確認し、有資格者

を配置、点検の実施を行い、事故が発生しないように管理する。

「ボイラー及び圧力容器安全規則」では、ボイラー及び圧力容器の定期自主検

査を行い、記録を３年間、保存することが義務付けられています。

①定期的に自主点検を実施し、自主点検記録は３年間保管している。

ボイラー及び圧力容器の定期自主
点検の記録を保管している。

労働安全
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図1．ボイラー及び圧力容器の点検・記録

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

【□自主点検記録】✓



〇菌床製造用の材料は、採取地、樹種、採取後の処理、組成成分や配合、使用方法等が明

らかなものを受け入れる。

〇おが粉・チップ等は、カビ等が生えないように排水を良くし、飛散防止や飛来物による

汚染を防止する措置を講じて保管する。

〇種菌を保管する場合は適切な温度、湿度等を維持し、汚染防止策（未開封等）を講じる。

〇栽培に使用する資材は、病原性微生物の汚染や、異物混入を防ぐため、清掃や殺菌消

毒をする。

〇栽培用や浸水、浸漬等に使用する容器を農薬等の希釈など他の目的に使用しない。

きのこ栽培に使用する資材が重金属や病原性微生物、化学物質、放射性物質

で汚染されていると、きのこの汚染・生育不良につながります。

①きのこ類の原木・菌床資材等や種菌の安全性を確認し、適切な管理を実施し

ている。

きのこ類の原木・菌床資材等や
種菌の安全性を確認し、適切な
管理を実施している。食品安全
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図1．植菌作業・培養における装備

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



〇栽培施設を定期的に清掃、殺菌処理する。

〇加温、加湿装置を定期的に清掃・洗浄、点検する。

〇栽培施設の温度・湿度をモニタリングし、異常に気付けるよう記録する。

〇冷却施設を定期的に清掃・洗浄し、冷却温度を維持する。

〇接種室・植菌室の無菌状態を維持するため、室内を陽圧とし、定期的にフィルター類

を交換する。

〇無菌状態を維持するための装置等を定期的に清掃・洗浄し、点検する。

〇雑菌が繁殖していないか、定期的に点検し、必要であれば速やかに清掃・除去する。

適切な環境条件を維持しなければ、きのこ類の発生・生育が阻害されるばか

りでなく、品質低下や食中毒の原因となる毒物を産生する場合があります。

①きのこ類の培養施設の温度・湿度等の適切な環境条件の維持及び衛生管理

を実施している。

きのこ類の培養施設の温度・湿度
等の適切な環境条件の維持及び
衛生管理を実施している。食品安全
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図1．加温・加湿設備のある場所での農産物保管

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．空調設備の清掃・メンテナンス



〇各工程において、以下のような作業を記録し、後から確認できるように保存しておく。

・使用した資材、培地の配合

・殺菌方法、殺菌温度、時間等の条件

・冷却時間

・植菌作業（作業者名、種菌のロット番号等）

・培養室、培養温度、湿度等の条件

・発生室、発生温度、湿度等の条件

・収穫作業（作業者名、収穫場所、収穫量等）

・廃棄処分作業（発生場所、廃棄量、処分方法等）

・包装作業（作業者名、包装時間、包装ロット等）

・一時保管（入庫日、保管場所、保管条件、出庫日等）

・出荷作業（出荷先、出荷日、出荷数量、出荷ロット等）

出荷するまでの品質検査で異常を発見した場合や、出荷したきのこについて

顧客からのクレームが発生した場合、使用した資材や作業の内容、栽培環境や

条件を確認することにより、問題の発生原因を特定し、再発防止策を講じるこ

とができます。

①菌床資材及び工程別作業についての記録を残し、保管している。

菌床資材及び工程別作業につい
ての記録を残し、保管している。

食品安全
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きのこ類の培地調製や種菌接種において、培地や容器類が目的の種菌以外の

菌に汚染された場合、きのこの発生を阻害・汚染する可能性があります。

〇培地の基材、栄養材、添加物等の安全性を確認する。

〇ミキサーで混合した培地は速やかに詰め込み（充塡）する。

〇詰め込み完了後の培地を速やかに滅菌・冷却する。

〇滅菌完了後の培地は、無菌状態を維持して接種室に搬入し、種菌を無菌状態で接種・

植菌する。

〇接種完了後の菌床は、所定の環境条件で調節した培養室に搬入し、培養する。

〇培養中の菌床の菌糸のまん延状態、有害菌等の有無を定期的に検査する。

〇有害菌等に汚染されたものは直ちに撤去し、有害菌等が残存しないように滅菌後廃

棄する。

①きのこの培地調製、種菌接種において、汚染を防ぐための取組を行っている。

きのこ類の培地調製、種菌接種
において、汚染を防ぐための取
組を行っている。食品安全
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穀物
規範項目８２～８８

いしかわＧＡＰ規範項目



○繁忙期で倉庫の収容能力が不足する場合等、やむを得ない事情がある場合を除き、

一般の米穀と区分して別棟で保管する。

○包装または容器に、その用途を示す表示を付ける。

○販売する際は、「飼料用」「バイオエタノール用」等、その用途を納品書に記載し、取引

先に伝達する。

○食用不適米については、食用への転用防止のため、適切な方法で廃棄処分する。

用途限定米穀・食用不適米穀は、
適切に保管、販売、処分している。

飼料用米やカビ米等、特別な用途に用いる米や食用不適米については、保

管から販売まで、明確に区別できるよう取り扱うことが義務づけられていま

す。

①用途限定米や食用不適米が、他の米穀とはっきり区分して取り扱われている。

（http://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/beikoku/index.html）

出典：農林水産省Ｗebサイト

管理全般
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○施設の管理運営体制を整備し、施設の運営上必要な判断を行う責任者を明確にする。

（例：乾燥施設において、翌日の荷受けの可否、荷受量の判断は管理者が行う等）

○施設の管理者は、施設の操作や異常事態に備えた十分な知識や判断力を身につける。

○施設の管理者は、研修の実施等によって、オペレーターの資質向上に努める。

乾燥調製貯蔵施設において、施設
の適正な管理・運営を実施し、管理
者とオペレーターの責任分担を明
確化している。

大規模な乾燥調製・貯蔵施設を設置している場合、その施設管理体制を整

備して、事故発生時の対応やオペレータ－の資質向上等の責任を負う者を明

らかにする必要があります。

①施設の管理運営体制を整備し、施設運営上の責任の所在を明らかにしている。

○
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ー
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管
理
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任
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●
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●
●

管理全般
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図1．役割分担・責任者の明確化

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）



○収穫や乾燥調製に用いる機械は、使用前に清掃し、できるだけ内部の残留物や汚れ

を取り除く。

○出荷・調製作業を行っている期間は、清掃して作業場の清潔を保つ。特にペットを含

め鳥獣の作業場への侵入は可能な限り排除する。

○品種特性の維持のため、毎年種子更新を行う。

異物混入による汚染や異品種混入を防止するため、収穫や乾燥調製に用いる

機械や施設は、使用前に適切に清掃し、内部に残留物のないことを確認します。

①出荷物への異物や異品種の混入を防ぐ対策を取っている。

異物や異種穀粒の混入を防止する
対策を実施している。

食品安全
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図1．異種・異物混入の対策

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2．共用設備・器具の清掃

使用しない際は開口部を塞ぐ



○ほ場周辺で、有害物質を排出するような事業所がないことを確認する。

○過去に有害物質の埋設等がないか、農地の来歴を確認する。

○客土した農地やその周辺では、有害物質による汚染がないことを確認する。

○有害物質による汚染が判明した場合、土壌の入れ替えや栽培管理による汚染回避技術

を導入する。

生産する農産物のカドミウム濃度が基準
値を超える可能性のある地域では、その
基準値を遵守できるよう、生産される農
産物のカドミウム濃度に応じた低減対策
を実施している。
また、それ以外の地域においても、食品安
全上のリスクをできるだけ減らすための
対策を実施している。

カドミウムは、食品を通じて人の体内に徐々に蓄積し、ある量を超えると健康

に悪影響を及ぼす可能性がある重金属です。

①食品安全上のリスクをできるだけ減らすための対策を実施している。

②（汚染の恐れがある地域の場合）農産物に応じた低減対策を実施している。

（http://www.maff.go.jp/j/syouan/nouan/kome/k_cd/2_taisaku/01_tec.html）

出典：農林水産省Ｗebサイト

食品安全
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※カドミウムの汚染回避技術の
例：出穂期の前後３週間、水田を
湛水状態に保ち還元状態とする
と、水稲が根からカドミウムを吸
収することを抑制できる。



〇農薬ラベルに記載されている止水に関する注意事項等を遵守する。

○農薬使用前は、気象予報を確認し、大雨等が予想される場合は散布を控える。

○畦畔を整備し、漏水を防止する。

〇ほ場の巡回を行い、畦畔の状況を確認、整備する。

水田からの農薬流出を防止する
対策を実施している。

水田は、河川等へ接続しているため、使用農薬の流出が原因となり、水質異常

事故（魚類のへい死等）が発生するおそれがあります。

①水田からの農薬流出を防止する対策を実施している。

環境保全
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図1．除草剤の多用による畦畔崩壊

出典：国際水準GAPガイドライン（指導マニュアル）

図2.畦畔の漏水



○赤かび病が発生しにくい環境をつくるため、前作の作物残さは、ほ場の外に持ち出す

か土中に確実にすき込む。

○ほ場の巡回等によって生育状況を把握し、赤かび病の適期防除に努める。

○病害虫防除室の赤かび病発生予測を参考に、県やＪＡの指導の下、適切な防除を行う。

○収穫後はできるだけすみやかに乾燥する。

○出荷の際、赤かび病被害粒が見られた場合、適切に廃棄し、機器等の清掃を徹底する。

麦類のDON・NIV等のカビ毒
汚染低減対策を実施している。

麦類の赤かび病菌は「カビ毒（DON：デオキシニバレノール、ＮＩＶ：ニバレ

ノール）」を作ります。このカビ毒は人体に有害なため、赤かび病の発生を抑

える対策が必要です。

①出荷麦から、厚生労働省の定めた暫定基準値を超える「カビ毒（DON・NIV）」

が検出されない。

（http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/risk_analysis/priority/kabidoku/）

出典：農林水産省Ｗebサイト

食品安全
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（赤かび病が発生した小麦）



○代かきは浅水の状態で行う。

○しっかりとあぜ塗りを行うか、あぜシートを活用する。

水田代かき後等の濁った水が、
ほ場外に流れないように対策を
実施している。

①水田から濁った水が、ほ場外に流出していない。

代かき後の泥で濁った水がほ場の外に流れ出すと、作土層が失われてしまい

ます。さらに、泥と一緒に流れ出た肥料が原因で藻や水草が大発生するなど、

環境破壊を招くおそれもあります。

環境保全
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（あぜ塗り） （あぜシート）

出典：農業ナビゲーション研究所「GAP取組み支援データベース」
https://www.nnavi.org/gap/jissen/p3_3_1_3.htm
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